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第一編 戦争と国防 
第三章 現代戦争の特質   
＊科学は現代の戦争を主宰している。 
  われわれが現代の戦争を把握したいと思うならば、「科学的な」手段を用いなければな
らない。われわれが現代の戦争を透視したいと思うならば、「科学的な」眼力を用いなけ
ればならない。われわれが現代の戦争を理解したいと思うならば、「科学的な頭脳」を用
いなければならない。すなわち、現代の戦争は科学の戦争であり、科学から離れて現代の
戦争はありえない。科学は現代戦争の骨格であり、科学以外のものは戦争の血肉なのであ
る。 
  科学はあたかも、馬力が最大速度で最高の機関車のようであり、戦争という列車を牽引
して、人類の歴史というレールの上で、驚くべき様相で列車を邁進させる。 
  科学が一歩前進すると、社会の生産用具と生産技術も一步前進し、新しい生産技術は新
兵器を生み出す。 
＊新兵器、新軍事技術、新軍隊、新司令官、新戦法は、すべて科学で決定された。 
  新兵器が出現した後、新しい軍事技術も新兵器を使用する方法にともなって出現した。
新しい軍事技術は新型の軍隊、兵士と司令官を生み出した。 
 新兵器を使用する新型の軍隊を指揮したとしても、時代遅れの戦術戦略では戦争するに
は充分ではない。そのため、新しい戦法を発明するのである。 
 戦争の基礎は科学の上に打ち立てられ、科学の手の中から始まり、科学の責任で結束す
る。労働者が科学を理解できないと、科学化した兵器を製造することができないし、兵士
が科学を理解できないと、科学化した武器を使用できない。司令官が科学を理解できなけ
れば、科学化した軍隊を指揮して、科学化した戦争に従事することができない。 
＊科学は戦争を推進し、戦争も科学を推進する。 
 戦争は民族生活の最高の形式である。人類の民族生活は科学の力で建築した金字塔のよ
うなものであり、戦争はその金字塔の先端に位置している。たとえ人類の生産方式、生活
様式および文化水準上であっても、どこでもすべて科学化の程度が測られる。というのは
人類の生産方式、生活様式と文化水準のすべてが、科学によって決定されるからである。
戦争は人類の生命という巨大な流れの中で、二種類の相反する力が激しく揺れ動いてでき
るしぶきであり、戦闘力量は科学の進歩を推進するのと同時に、科学の進歩にも推進され
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るのである。 
＊科学が時代遅れな国家民族は存在できない。 
 科学は人生と切り離せないし、戦争とも切り離せない。現代の国家は、科学がなかった
り、進歩のない科学では存在しえない。衣食住行（行は人間の行動様式のこと）はみな科
学の洗礼を受け、農業、工業、建築、交通は、一つとして科学の原理の支配を受けないも
のはない。精神、思想、意識形態でさえも科学を離れては独立して存在しえない。一粒の
米も科学的方法で田植えをした産物であり、一本の糸も科学的方法で紡績した結果の産物
である。われわれは科学万能の二十世紀に生存できるのだろうか。もしもわれわれの船底
を生命の巨大な流れがぶつかって破壊してしまうとすれば、われわれの手には科学的な救
命ブイをつかめないだろう。 
 戦争の性質、範囲、経過と結果は、すべて科学によって決定され、戦争は科学の進歩に
従って進歩する。われわれはこの基礎知識を持った後から、現代戦争の特質を研究討論す
ることができるようになったのである。 
 
一、時効戦 
 全国総動員の戦争観念は、クラウゼヴィッツの原理をひっくり返した。「戦争は政治的
手段以外の政治の継続である」という言い回しは、すでに時代遅れの見解である。政治は
別のある方法で前回の戦争を継続し、さらに、新たな戦争を準備するための手段であるに
すぎない。政治は戦争に呼応すべきだし、経済は戦争に呼応すべきであるし、すべてが戦
争に呼応すべきである。戦争は全国の全力量の集結なのである。 
＊軍用品の大量の蓄積は、戦争準備の先決問題 
 戦争には充分な準備が必要であり、大量の航空機、大砲、機関銃、戦車、戦艦などを備
蓄して、未来の戦争の勃発に備える。しかしながら、またしても問題は起こる。「戦争は
いつ勃発するのか」と。兵器の備蓄が多くなればなるほど、大量の兵器を製造する時間も
ますますかかるようになる。もしもそのまま兵器を倉庫に輸送して数十年置きっぱなしに
しておいたら、砲弾は期限切れになってしまい発射しても起爆しないし、航空機、大砲と
戦車、戦艦の外観と性能も時代遅れで旧式になってしまい、無用のスクラップ同然になっ
てしまうだろう。ではどうしたらよいのだろうか。多くの軍事専門家はみなこの質と量と
の矛盾について大いに頭を悩ませている。著名なゼークト将軍（1）は、「巨大な量の軍用
品の備蓄はこれより無駄なことはない。同時に、廃棄するとしても危険がともなうため、
軍事の価値は大変疑わしい。大量に配備するための方法はただ一つしかない。すなわち必
要とする武器の類型を考えて決定を下し、それから必要な時になったら大量生産できるよ
うに、全力で準備しておくことである」と述べている。 
＊平時に軍用品を備蓄しない危険性 
 このような商品見本をセーフティボックスに入れて置き、使用する時になってから大量
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に製造するという方法は事実上、通用しない。戦争が始まったらすぐに、敵は大量の空軍
を派遣して後方まで爆撃して、交通を遮断し、材料倉庫と兵器工場は燃やされるものは燃
やされ、破壊されるものは破壊される。労働者は警報が発せられ逃避しなければならない
一方、破損された機械を修理しなければならず、また死にかかっている仲間を救助して負
傷者を世話しなければならないのである。このような条件下では、生産力が低下するだけ
で、どうやって消費するのに充分な軍用品を製造することができるだろうか。1914 年から
18 年の間の第一次世界大戦において、全交戦国は、平時の工業が動員されなかったし、軍
需品の備蓄がたいそう少量だったので、ひどい目にあった。参戦が比較的遅く、すでに、
英、仏、独、伊の失敗を見ていた米国についていえば、最初の六ヶ月間で編成した師団に
は、機関銃がまったくなく、歩兵銃は必要量の 41％が欠乏し、野戦砲は 12％、砲弾も 10
％が欠乏していた。特種鋼がなく、労働者についても軍事生産技術に未熟だったため、第
一期に生産したものは非常に出来が悪かった。特に、砲兵については、砲弾の破裂が早過
ぎる事故が頻発し、物質面で大きな損失を受けただけでなく、兵士の戦争をする精神力す
らなくなった。 
 こんな笑い話もある。米国で、フランス式の 75 ミリ大砲（2）用の駐退復座機（油圧式）
を製造した際、半年経っても、大部分の工場では製造できなかったので、規模の大きな自
動車会社に委託することになった（3）。その会社は、ニヶ月間費やして、面積が 4,000 ㎡の
建物を建築し、200 個の大型の作業台を作った。だが、すっかり準備が整った後で、適し
た品質の鋼が得られないことがわかった。その結果、またしても三ヶ月間暇どって遅れて
しまったのである。今回、全世界の反侵略国家の兵器工場であることを誇りに思っている
米国は、日本に宣戦布告してから、敵にグアム島（4）とルソン島（5）をひとつひとつ占領さ
れてもみすみす黙って見ていた。自らの海軍の強さが十分ではないし、軍用機も足りない
と感じからである。軍備の拡充計画が完成した後でなければ、敵に反攻する力がなかった
のである。これらの事実から、平時に十分な軍需品を大量に備蓄しておくことは、軍事上、
千古不滅の真理であることは明らかである。 
 大量の蓄えた兵器が廃棄品になる危険性を取り除くために、最新の戦法を追及した。す
なわち、それが時効戦（Time table war）である。 
＊時効戦は軍用品の質と量との矛盾を解決した。 
 時効戦はあらかじめ日取りを予定しておいて、戦争を発動する。侵略国は進攻の対象と
進攻の日取りを決定してから、あらゆる可能な力を用いて、全部の経済体系、政治体系を
動員して、作戦資源を蓄積し、兵器工業の生産量を増加し、大量の陸海空軍を動員して、
士気と人民の気勢を鼓舞するのである。すべての準備が完成した後は、予定した時間にな
ると、すべてが戦闘可能な人員となり、作戦に供給可能な物資は、統帥者の命令に従って、
全力で敵に激しくぶつかっていく。このような戦争は突撃的な電撃戦である。 
 ドイツ軍装甲師団総司令官だったグデーリアン将軍（6）は、ある刊行物にこうした時効
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戦が発動される状況を、以下のように描写している。 
 ある晩のこと、すべての航空機と軍用車両の格納庫の扉がすべて開けられ、航空機
と軍用車両のすべてが穏当に整備（点検）され、各種の部隊全部が出動可能な状態に
なった。第一次の突撃がたとえ敵国の重要な工業地域と原料（産出）地域を占領でき
なかったとしても、空襲でそれらの地域を破壊してしまうのである。戦時の生産に参
与できなくするのである。敵国の政治および軍事の中心地は、機能回復不能にしてし
まうのである。敵国の運輸体制は、統制がとれないぐらいめちゃくちゃにしてしまう
のである。 
 戦争は時間との闘いである。先に手を下した方が優位に立ち、後手に回ると災難が待ち
受けている。被侵略国家が、もしも事前に準備していないか、準備が不十分ならば、開戦
と同時に敵から致命的な打撃をこうむり、攻撃を防ぎとめられず、しばしば短期間のうち
に根本から瓦解してしまい、敵に屈服することになるだろう。つまり力量が相当豊富な国
家でも非常に大きな損失を被ることになるのである。一歩遅れれば、じりじりと遅れをと
り、最初から風上に立って優勢な位置を占めていた国家が、相手を挽回させることができ
なくする可能性が高い。だからその国家が最終的に勝利を獲得するのである。今回の世界
大戦の序幕は「ドイツ＝ポーランド戦争」であるが、ヒトラーが 1939 年 9 月 1 日に、ポー
ランドに進軍開始を予定していた、「時効攻撃」なのである。 
＊ドイツのポーランドに対する時効攻撃 
 ドイツとポーランド両軍が戦闘する状況を直接目撃した新聞記者のヒレ(Hille)（7）はこ
う言っている。「14 日以内に、ドイツの機械化部隊はポーランドの軍隊を 200 マイル以上
後退させた。ドイツ軍隊は大砲、小砲、戦車、航空機と、あらゆる武器を使った。ポーラ
ンド軍は機関銃、ライフル銃とドイツ軍の機関銃陣地と戦車攻撃用の平射砲二門以外は何
も持っていなかった。かれらはドイツの爆撃機と戦車の蹂躙的な攻撃に抵抗するすべがな
かった。ただ第一次世界大戦時に適合した軍隊だけで、1939 年の機械化モーター化した武
力に抵抗したのだった。そのような武器では彼らのなかで無人の郷に入るがごとく闖入闖
出する。それと同時に、ドイツ空軍もポーランドの交通を破壊した。実際のところ、ポー
ランド軍総司令部はどうすればいいか、さっぱりわからないような状態になった。以前タ
ンネンベルク（（8））でロシア軍は 92,000 人が捕虜になり、2,800 が死亡した。昨日クトノ（（9））
で、ドイツ軍は 115,000 人のポーランド軍を捕虜にした。おとといは 50,000 人だった」と。 
  この話からすると、戦争への準備が不足していたポーランドが遭遇したのは何だったの
かがわかる。 
＊時効攻撃に正しく対処する手段は時効防御である。 
   一国家が仮想敵に進攻される可能性に気づいたら、国家全体の経済制度の全力量を使っ
て国防を充実し、軍隊を訓練しなければならない。そして敵の「時効進攻」に的確に対応
して、時効的な防衛(Time-table defensive)を準備しなければならない。戦争の開始に乗じ
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て、侵略者の出鼻をくじかなければならない。かつてフランス軍参謀総長だったデブネ将
軍（10）は、1933 年ドイツが再軍備前する前に「現代の戦争は時効戦を生み出した」と言っ
ていた。ドイツ、フランスとイギリスとは早くから時効の防御に着手していた。しかしそ
の準備は緩み怠たっていたので、だから戦争勃発後に、フランスはやっぱり防ぎ止めるこ
とができず、イギリス軍も防戦するだけで、反撃する力はなかった。フランス、べルギー
が屈服して降伏した後、連合国軍の百万の大軍はフランドル（11）で包囲され外部との連絡
が断たれたため、歴史上有名なダンケルク大撤退作戦（12）を行ったのである。 
＊ドイツ軍のモスクワ外周での時効的な退却 
 ドイツに対する時効防御戦で最も成功を収めたのは、ソ連ということになるだろう。ソ
連はネップを採用して新経済政策で国内を経済恐慌から救い、1928 年には第一次五カ年計
画（（13））を実行しはじめ、国防建設に従事した。1933 年、ヒトラーがドイツの政治舞台に
登場するころ、ソ連の第一次の五カ年計画はすでに満足いくほど完成していた。1935 年に
はすでに世界最強の空軍を建設し、1938 年にはソ連の工業生産量はヨーロッパの第一位、
世界でも第二位を占めるようになった。特に戦時に有利な重工業とエンジン工業分野が異
常とも言えるほど発達し、効率が極めて高かった。ドイツの進攻に対する防御戦で、ソ連
は準備する時間において時効上の優勢を占めていたが、独ソ戦開始後、スターリングラー
ドの防御線（14）はヒトラーを空前未曾有の困難に遭遇させることになった。モスクワへは
3 月に攻撃を開始したのだが、冬になって、凍えるドイツ軍は氷のように冷たい機関銃を
抱えて身震いしていた。ヒトラーの時効的な進攻は失敗し、やむなく「時効退却」を実行
して兵士の負傷死亡を減らし、次のさらに大規模な時効的な進攻を準備するよりほかにし
かたなくなった。 
＊ソ連軍の背後から追撃する時効的な反攻 
 しかしスターリンはひたすらにたたかれるのを待っている愚か者ではなかった。かれは
ドイツ軍が戦いながら退却しようとするとき、後方で鋭気を養い蓄えながら「時効的な反
攻」を準備していた。ドイツ軍が計画的な撤退をしようとするそのとき、かれは大軍を指
揮して背後から追撃して計画的な反攻をしたのだった。 
 
二、流動性戦術 
＊流動性戦術の誕生 
 モーター化した交通手段とモーター化した戦闘兵器があれば、機械化しモーター化した
軍隊を組織化できる。機械化しモーター化した軍隊は、機械とモーターの優良な性能に適
応した戦術をも生み出した。それがすなわち流動性戦術である。 
 歴史上、多くの将軍はみな「用兵神速」で有名である、しかし昔の神速とは、すべてを
人力と馬力に依拠して昼夜兼行で前進していた。蒸気機関車の発明後、交戦国の産業が特
別立ち遅れている場合を除いては、軍隊の運送と軍需品の補給はもはや人力と家畜の力に
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依存しなくなった。普仏戦争の時、小モルトケ（15）はナポレオン 1 世の「用兵神速」とい
う戦略の道理をよく理解していた。特別、鉄道の使用に注意し、動員と集中のこつをはっ
きりと区分けしていた。だから大軍の集中が異常なほど迅速だった。フランスは鉄道があ
ったとはいえ、小モルトケの用兵運用の妙がなかった。軍隊の動員についてはドイツの後
塵を拝していたので、フランス軍は二ヶ月たたないうちにドイツ軍に片づけられた。フラ
ンスは一回敗戦を喫し、一生懸命用兵神速の方法を研究し、駅停車場調節制度を発明し、
1914 から 18 年の第一次世界大戦中に大いに成果を上げた。ドイツ軍がベルギーからフラ
ンス北部へ進攻した後、まさしく破竹の勢いで、フランスの 100 万の軍は一気に 200 ㎞を
撤退し、マルヌ河畔（16）でようやく退却が止まって，勝に乗じて進軍してきたドイツ軍と
対峙した。二方面から 300 万の兵士を集中して一週間大規模な会戦をやって、パリはきわ
めて危険な状態になった。その時に、ジョッフル将軍（17）が駅停車場調節制度という有効
な方法を使って東南部の軍隊を迅速にヴェルダン（18）・パリの戦線へ移動し、それで主力
軍を編制し、パリの西北からドイツの右翼軍を包囲し、敵軍の意表をついてドイツ軍の右
背後に進出した。ドイツ軍はもちこたえられず、全線で敗北し、パリは危険な状態から安
全な状態に転じた。 
＊流動性戦術の構成条件 
 すでに二十年が過ぎ去り、軍隊の流動性はもう昔とは比べることができなくなっている。
陸上、鉄道はもう唯一の運輸手段ではなくなっている。ドイツの鉄道網は世界で非常に密
集しているが、広大な陸軍のモーター化が補助になっている。強大な陸軍は数十万の車に
依拠し、いち早く前線に到着することできる。鉄道車両は機関車がなくてもレール上にク
レマイヤートレーラ（19）をのせれば、一様に前進することが可能である。戦車は特製のト
レーラの上に乗せれば、機関車で引っ張る必要もない。大砲と歩兵のモーター化が少なか
らず輸送上の困難が減少し、給油するだけで、自動的に戦場を走ることができる。陸軍の
高度のモーター化により、平常の行軍速度は一日 30 ㎞から 100 ㎞以上になった。そのほか
にも、特殊編成の快速部隊は、驚異的な速度で敵の不意をつき不備を攻めることができ、
戦場あるいは敵後方で神出鬼没である。 
＊空中モーター化は流動性戦術の利器である。 
 流動性戦術にとってもっとも役立つ戦力は空軍である。空軍は 200 から 600 ㎞のスピー
ドがあり、2,000 から 3,000 ㎞以上の活動半径をもち、12,000 から 20,000 フィートまでの
高空に到達することができる。空軍は 1 から 20 トンの大量の爆弾を搭載して、敵国に飛ん
で行き、（一）敵の工業中心と交通網を壊滅し、（二）経済生活と運輸組織を破壊し、敵
の動員を不可能にさせ、（三）敵の前線と後方の連絡とを切断する。そのうえ空軍は、（四）
敵の大都市に放火することで、敵国を数時間以内に焦土と化すことができる。 
 空軍による爆弾投下は射程距離の長い大砲を時代遅れのまぬけに変えてしまった。大砲
の射程と航空機の航空半径を比べると、まるで未熟な巫子が老練な巫子に出会うほど見劣
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りがする。空軍はすでに「空中大砲」になっており、陸上のモーター化した部隊を掩護し、
敵に猛攻できる。大隊の航空機は空挺師団を敵の後方まで輸送して降下させることができ
る、軍事要地を占領し、新たな戦場を開闢し、各種の建築物を破壊する。さらに空挺部隊
に戦車、機関銃、大砲を運搬することができ、敵に囲まれた陸軍に弾薬と食料を輸送して
補給することもできる。 
＊モーターの極度の流動性は、戦争を変質させた。 
 空中のモーター化と陸上のモーター化による極度の流動性は、交戦国はいついかなると
ころでも敵の襲撃に遭遇する可能性があるばかりか、戦闘員と国民の安全は完全に保障さ
れなくなってしまった。昔は歩兵と騎兵の前進スピードを根拠にして、敵軍と遭遇する時
間と場所を推断することができたし、事前に防衛工事、攻撃の準備を構築したりすること
ができた。現在はモーター化、機械化した部隊の行動が忽然としているため、部隊の去就
が常時変動しており、まったく予測することができなくなった。敵軍の突然の襲撃は戦車、
大砲の高度な破壊力と極めて猛烈な火力と歩調を合わせて、新しい陣地を構築するのが困
難なばかりか元からある防衛陣地はマジノ線（20）のように堅固でなかったら、一瞬にして
打ち砕かれてしまうだろう。 
 もしも交戦国双方の力量が伯仲していなければ、流動性戦術が普遍的に応用されている
階段においては、戦争は持久的ではありえない。装備が劣るかあるいは兵力が比較的弱い
国家は、強大であり高度にモーター化した軍隊を擁する国家に簡単に潰滅されてしまうだ
ろう。ドイツ軍はヨーロッパで縦横無尽に突進している。なんと二年間という短期間のう
ちに 14 個の独立国を征服し、ヒトラーにやりたいほうだいにさせた。空中モーターと陸上
モーターの威力を遺憾なく発揮したのもまさに、流動性戦術の不朽の傑作だったのである。 
＊流動性の突撃 
 流動性戦術とはどのように通用するのだろうか。グデーリアン将軍の以下の描写が参考
になる。 
 最初の空からの攻撃と、機械化部隊の攻勢に続き、モーター化した歩兵師団が出動
した。彼らが占領した地域の一隅へ移駐して、そこを防守し、流動部隊が再進撃する。
同時に進攻部隊は集結して巨大な軍隊になる。ヒトラーは次に大拳して進撃する地区
と時間を選定し、早急に各種の兵器を集める。敵の抵抗力を打ち砕き、敵の戦線を突
破するのである。ここにおいてヒトラーは、迅速に流動部隊を集中し、空軍を出動さ
せた。最も妥当な方法で、敵の不備に乗じて、突然猛攻撃をしかけた。最初の様々な
目的が達せられるまで待ち、装甲師団はもうそこにはとどまってはいない。むしろ彼
らの速度および活動範囲を存分に利用して、敵の交通網を突破する任務を完成させる
のである。敵の戦線を席巻するために、また極力深く敵の領土に進攻して、必ず一回
一回と絶えず攻撃を発動するのである。空軍は敵の後備兵を攻撃しようとして、彼ら
が参戦するのを阻止する。 
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 ヒトラーの電撃戦略は、すなわちこうした一幕一幕で演じられた。 
  
三、時間と空間 
＊時間の価値 
 空間を占領することは、戦争の最終目的ではないかもしれない。だが戦争の最終目的に
到達しようとすれば、空間を奪出するのではなく、空間を占領しなくてはだめだ。時間と
戦争の目的は無関係であり、それは勝利を勝ち取るための一手段なのである。買い物をす
ることと同じように、時間は根本的ではなく、あくまでうわべだけを改革するお金なので
ある。 
 戦争をする人で勝ちたくない人はいないし、｢手をつければすぐに成功する｣ことを望ま
ない者もいない。最も巧みで最も奇抜な戦術とは、一挙に敵を倒す戦術である。その効果
は、戦争にたずさわる国家に最低の値段で最大の勝利を得させる。アメリカ陸軍の訓練規
則（（21））には、「もしも、  最小限度の損失で最大の効果を求めるならば、ある奇襲をや
らなければならない。時間、地点、方向、兵力、戦術、武器はもちろんのこと、みな奇襲
ができる。その主な要素は秘密に、迅速に、周到に準備がすることである」と書いてある。 
＊スピード競争 
 軍事思想家、軍事科学者、戦術家と戦略家、兵士と民衆は、みな「速戦即決」という同
じ夢を見ている。みなは「早期に」という方向に向かって共に努力する。戦争をするとき
には、誰の動きが速く、誰が同じ時間内により長い距離を歩き、より多く土地を占領して、
少しでも多くの勝利の可能性を把握するのである。モーター化、機械化した武器、極度に
流動性を有する戦術、このすべては、人類の｢早期に」という要求を満たすために生れたの
である。ドイツの電撃戦戦術はこの考え方の代表なのである。かれらの戦争の原則とは、
高速度にモーター化した軍隊を保有し、それを稲妻のように敵に突然に進攻させて、敵人
の後方に深く入りこみ、敵に全国で戦争の恐怖を造り出すのである。それに続けて、迅速
無比の準備で迅速無比の攻撃をしかけて、敵人をてんてこ舞いにして、一撃で勝利を収め
るのである。 
＊時間と空間の対立 
 最も進歩的な軍事技術には、高速度なモーターを運用するので、的確に空間を縮小した。
だが、もしもモーターだけに依存して空間を根本から消滅できたとしても、空間はもう恐
れるにはあたらないとか、空間はもう存在しないと言うのはいささか度を超しているだろ
う。空間はいつまでもずっと空間で、いつまでも時間に反対に作用していて、戦争におい
て時間と相克するとも言える。恨んでいる人がいれば、愛している人もいる。 
 時間の面で優勢な位置を占める軍隊は、空間の面で劣勢にある国家に電撃が可能である。
しかし、空間の面で優勢な位置を占める敵に遭遇したら、電撃の効力は相当割引をしなけ
ればならないだろう。ドイツの軍隊はオランダやベルギーを電撃できるが、もしもオラン
416
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文社会・社会科学編 第 1 号 2018 
細井 和彦 , 翻訳：楊杰著『国防新論』（三） 
ダやベルギーを電撃する方法で、ユーラシア大陸にまたがっているソ連を電撃しようとし
たら、それほど容易に楽々とはできないだろう。ソ連の皮膚は象皮よりぶ厚いから、ドイ
ツの軍隊はその心臓を一撃で突き破ることができないのである。航空機の速度はさらに速
く、飛行半径は長いが、ただ航空機はいつまでも航空機であり、飛行 1,000 ㎞にかかる時
間と消費するガソリン、破損する機器類は、いつまでも飛行 500 ㎞の二倍なのである。力
量を集中しようとすると、空間はかえって兵力を分散させるし、時間を獲得しようとする
と、空間はかえって時間を遅延させる。100 万の軍隊は 250 ㎞の活動範囲以内で、仮に 100
％の力を発揮するとするならば、その活動範囲が 500 ㎞に拡大したとしたら、その力は 50
％しか発揮できなくなるだろう。よって、電撃の効果は時間に正比例し、空間に反比例す
るのである。 
＊機械化部隊にも弱点がある。 
 機械化部隊は無節制に金銭を浪費する放蕩息子に似ている。機械化部隊は純粋に理智的
であり、公平無私なのである。モーター化の水準が高ければ高いほど、理智的な成分がま
すます多くなる。それは当面する敵に少しも憐憫の情をもたないし、背後の主人にも同じ
ようにそうなるのである。極度の流動性と猛烈な火力は、敵を戦慄させ、主人をも焦慮さ
せる。どうしてだろうか？というのは、機械化部隊はあまりにも速く、強いからである。
敵が恐れるのは電撃式の攻撃で、主人が恐れるのは「電撃式の消耗」である。兵士は士気
の鼓舞で空腹状態のまま戦争をさせることできるし、馬は鞭打たれることで空腹状態のま
ま歩かせることができる。ところが、モーターは良心のない輩で、「軍紀」とは何かなぞ
わからないし、何も食べないから何もしない。最高統帥の堅強な意志をもってしても、一
個のモーターに及ぶものではない  。最高統帥はやむをえない場合には、前線の軍に命じて
戦地の民衆の食糧を奪い取らせることで、目前の一時的な食糧危機から逃れる。しかしな
がらモーターはかえって「わずかたりとも犯すところなし」（22）で仕事をすることができ
る。銃砲には銃砲弾が必要であるし、モーターにはガソリンが必要である。これは絶対に
融通の余地がない。統帥がモーターを支配しようとするならば、まず服従させなければな
らない。統帥が恐れるのは、敵に勝利する方法がないことである。さらに自軍の機械化兵
器とモーターに打ち勝つ方法がないことを恐れる。このような戦術の変更不可能な軍隊で
は、すぐに「国利民福」というよりも、すぐに「国家と人民に災いをもたらす」という方
が妥当だろう。 
＊空間は電撃戦術の大敵である 
 ドイツは科学が発達し、技術が優れているので、戦争をはじめると、いつも攻撃を好み、
速決を望む。第一次世界大戦は、四年半の長きにわたり引き伸ばされ、ドイツは敗れた。
今回の世界大戦で、ドイツはモーター化した空軍と陸軍に依拠して、暴風雨のような電撃
戦術を頼みにした。こっちでは敵を急襲し、あっちでも敵を急襲して、やはり速決を望ん
だ。だが惜しいかな空間が大きすぎた。天下無敵のヒトラーには、至る所に敵がいたので、
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彼のモーターはロンドン、そしてモスクワを電撃攻撃することができたが、ワシントンを
電撃攻撃する力はなかった。このことは今日のモーターがまだとても幼稚なことを証明す
るに足りる。スピード、活動半径と砲火の威力の上でまだまだ力不足である。しかし「飄
風は朝を終えず 驟雨は日を終えず」（23）と言うように、ドイツの軍隊が突然来たり去った
りして電撃をしてすでに三年になったが、まだ連合国を打ちのめす手がかりもない。とう
とうヒトラーを持久戦の岐路に引っ張り込んだのである。ヒトラーは結局のところ、どれ
ぐらい持ちこたえられるのだろうか。これは、謎である。この謎はドイツの食糧倉庫、弾
薬庫、ガソリン貯蔵庫と軍需工業の生産力だけが、われわれに正確な答えを提供できるだ
ろう。 
＊空間と兵力は反比例する。 
 日本海軍は太平洋上で英米の聯合艦隊と戦った。なんと先んずれば人を制すで、英米に
巨大な損失を与えた（（24））。これは海上モーターの速度の問題ではない。英米の兵力は日
本より弱いわけではなく、運動の速度も日本より遅くはなかったが、英米は空間で損をし
て、日本は逆に空間の利を得た。一つは関係の近い者が得をすること、もう一つは力量が
思うにまかせないことが、理由である。仮に英米から太平洋戦場の距離が日本の 3 倍だと
すれば、ほぼ日本海軍の 3 倍の兵力を備えていれば日本軍と互角に戦闘できるだろう。日
本海軍の 3 倍以上の兵力を備えてようやく勝つ可能性があるだろう。戦術と戦略および各
種の軍事技術の運用とは、もともと別の話だ。寡を以て衆に勝つことが戦史上では目新し
い事ではないが、しかし、ずっと未知数である。偉大な戦争芸術家だけが、栄誉ある権利
を取得するのである。 
＊電撃戦術の制限 
 電撃戦は「防御力が攻撃力に対抗できない」場合にのみ速戦即決できる。電撃戦は、敵
が慌てず急がず、早くから準備しておくことを最も恐れる。交戦国は「同床異夢」の悪党
の群れだから、こちらが速くしようとすればむこうはゆっくりしようとし、こちらが即決
しようとすれば、むこうは引き延ばそうとする。戦闘空間の拡大は自ずから戦争の時間を
延長することになる。百年戦争（25）と三十年戦争（26）の範囲は、今回の世界大戦のように
広範囲ではないとはいえ、今日の戦争は予想家の推断のように、数日内に終束できはしな
いのである。 
 第一次世界大戦は、「その時の将軍がみな凡才だったがゆえに、陣地戦は四年以上かか
った。もしも天才がいれば、あんな陣地戦など絶対に発生しなかっただろう」という人が
いる。まさか二十年後の今日、逆に凡才の将軍は先の大戦時代よりさらに多い。日本の「速
戦即決」主義は、中国と五年間戦っているのにまだ解決できず、ドイツの「電撃戦略」も
戦争の時間を短縮できなかった。世界上に「時間と空間」を征服する「天才将軍」がいつ
か出現するかもしれない。 
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四、併用戦 
 楚の霸王項羽（27）は山を抜くほどの力を持った蓋世の英雄で、漢王劉邦（28）と中原に鹿
を追う政権争いを展開し、長い間戦ったが、勝負をつけることができなかった。項羽は焦
って、劉邦にこう言った。「楚と漢は兵をおこしてからというものの、天下騒然たる状態
が続くのは、人民たちも悲惨な状況に陷っており、鬼神も不安である。すべてはわれわれ
二人のせいだから、何をわざわざこのままずるずるとやるのか。われわれ二人は雌雄を決
しよう」と。漢王は笑いながら「わしは智恵の戦いならともかく、力の闘いはやれん」と
言った。項羽は百戦百勝しているけれども、垓下の戦いではたちまち四面楚歌になってし
まい、軍心はちりぢりばらばらになってしまい、全軍は家に帰りたくて、戦争はやりたく
ない。霸王は大勢がすでに去ってしまったと知り、馬を疾走させ戈を振るって、突進して
から、天を仰いで言った。「天がわれを滅ぼすのだ。戦いの罪ではないのだ」と。ここに
おいて、剣を抜いて自刎してしまった（29）。戦争は単なる武力に頼るだけでは、必ず勝て
ないことがわかる。「天」とは何だろうか。それは武力以外の力のことである。 
 近代は総力戦の思想が流行し、それがさらに戦争を複雑にした。戦争はまるで一つの株
式会社のようで、武力は一人の株主にすぎない。武力以外に、経済、政治、外交、思想な
ど数多くの株がある。会社が利益を出そうとするなら、すべての株主が協力して合作しな
ければならない。ただ一人の株主ではだめである。だから、現在の戦争は単純な武力戦で
はなく、経済、政治、外交、思想などさまざまな戦闘方式を同時に採用する併用戦なので
ある。 
 
（一）経済戦 
＊経済の重心は物資であり、金銭ではない。 
 フリードリヒ二世（30）は「軍の基礎は給与物資にある」とずいぶん前から理解していた。
この道理について、フリードリヒ 2 世は、「銃を担ぎ剣を持てば、しっかりと勝利するこ
とができる。しかし、戦争の成果の決定は経済にある」と言ったことがある。第一次世界
大戦以前、軍事家が一致して公認していた戦争に必要な要素は、人、物資と金銭だった。
第一次世界大戦の結果、協約国側の経済封鎖が成功し、ドイツ軍は「バター」が食べられ
なくなり、失敗した。こうして経済は、戦争の勝敗を決める一要素となった。オーストリ
アの将軍モンテクッコリ（31）には、「戦争の要素は第一に金銭、第二に金銭、そして第三
に金である」の名言がある。この名言は、たくさんの貧困な国家を刺激し、懸命に金銭を
稼ぐことに想いをめぐらせ、金さえあれば勝利することができると思ったのである。しか
し、戦後独ソ両国の経済政策は成功し、軍事家の思想は「金銭」から「物資」へと移った。
金はなくても戦争はできるが、物資がなければ戦争は続けられないのである。ゆえに「経
済」と言えば、もはや、われわれが思う狭義の「金銭」をさすのではなく、広泛な「物資」
を指すことになった。エンゲルス（32）は、「世界で経済条件と密切に関係し、それに大き
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く依存していない陸海軍はどこにもない」、「兵力は武器の獲得と補充の上であらゆる資
力であるので、国民経済の状況によって決定される」と言っている。厳密に言えば、今日
の戦争は、最後の一個のパン、最後の一発の銃弾、最後の一滴のガソリンを持っている者
が、最後に勝利を得ることができる。 
 このため、一国家が、未来の戦争に正しく対処しようとするならば、充分な大量の戦争
遂行資源を蓄積せざるをえないだろう。軍事行動の前に、世界で相互に敵対しあっている
全国家が、激烈な経済戦を展開したのである。 
＊経済戦の目的と手段。 
 経済戦の目的は、戦争および国民生活に不可欠な物資が、何でも完全にそろっている上
に、いくら取ってもいくら使っても尽きることがなくて、経済の力量で敵を掣肘するので
ある。例えば、生産を増加し、節約を提唱し、管理貿易を実行して、自国で保有しないが
自国で生産量が不足する軍用必需品、民用必需品のすべてを、できる限り国外から吸収す
るのである。さらにこの種の物品の輸出、もしくは敵国への輸入を厳禁する。贅沢品、差
し迫って重要ではない物品は輸入を禁止にするか、輸入数量を制限して、資金の流出をま
ぬがれる。敵国が生産する商品は厳しくボイコットしなければならない。中立国が敵国の
原料で製造した商品は輸入も許さない。これが経済戦の消極的手段である。 
 経済戦の積極的な手段としては、たとえば、仮想敵国が生産する軍用品あるいは必要な
原料品は、双方が友好関係にあるときには、直接的間接的な方法で大量に購入する。敵国
が必要として、われわれも必要な物品は、敵国と争って買う。そうやって買えなくするか、
あるいは、それほど多く買えなくする。もし、多くの国と連絡することができれば、敵国
への経済封鎖を実行できるので、経済を断交し、敵国の商品を購入しないのである。敵国
が必要とする商品を敵国あるいは敵と共謀する敵国に売らないのがなおさらよい。このよ
うな敵の経済を破壊し、敵の経済を撹乱する方法は効力が非常に大きい。もしも、さらに
一歩進んで、領土を拡張したり、資源が豊富な植民地を奪い取りたいとすると、利害が一
致する国家と経済集団を組織し、国際貿易と国際金融市場を操縦しようとすると、敵に打
撃を与えて、敵を包囲し、敵を封鎖するのである。こうして敵の運命のかぎを握り、戦わ
ずに敵兵を屈服させることができる。 
 
(二)政治戦 
＊流血を伴なわない戦争 
  クラウゼヴィッツの見解では、「戦争は政治の継続である」。クラウゼヴィッツは平和
を常態としており、戦争を変態する観点から出発している。事実、人類は四六時中戦闘を
していて、政治も戦闘性的なもので充満たしている。政治そのものも戦闘のための武装を
佩用している。近代になると、「政治戦」という言葉が生まれ、「戦争は政治の継続であ
る」という言葉では現実を解釈できなくなり、「政治そのものは戦争の一つの手段、ある
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いは戦争のもう一つの側面である」ということこそ客観的な真理になった。政治と戦争は
不分可分である。もしも無理に区別しようとするなら、戦争は二種類あり、一つは流血を
伴う戦争であり、もう一つは流血を伴われない戦争だと言える。政治は流血を伴なわない
戦争の一種である。 
＊政治戦の条件と効果 
  一つの強大な国家の政治は、すべて戦争の要求に適う政治である。戦争とは力の対比で
ある。戦争は力が必要で、強い力のある政府が必ず勝利することができる。戦争には統一
が必要であり、全国を統一できる政府が必ず勝利することができる。戦争は時間を獲得す
ることが必要であり、動作が迅速な政府が必ず勝利することができる。戦争には貫徹が必
要ありで、基礎が強固な政府が必ず勝利することができる。政治戦の効果は国民の意志力
と精神力の溶解鋳造鍛錬の一方のみを重視する。つまり全国家の体力の充実とも言える。
もしも三公（（33））がいる一国家と偉大な政治的領袖の国家とが戦争するとしたら、一人の
人民が政府を打倒しようとする国家と一人の人民が熱烈に政府を擁護する国家とが戦争し
たら、汚職の風潮が一般的で賄賂が公然と行なわれている国家と、政治が法令発布後即執
行に移される国家とが戦争するなら、めちゃくちゃな国家と条理整然として国家とが戦争
するならば、山賊が毛髪のように数が多い国家と道に落ちているもの遺を拾う者がおらず、
夜も戸締まりしない国とが戦争するならば、誰が勝って誰が敗れるのか、明らかではない
ことがあろうか。政治戦の先決条件とは、政治を刷新して清廉潔的の政府を作ることであ
り、行政の効率を高め、仕事は迅速確実に、政令を貫徹させることができる。政令を貫徹
しようとすれば、政府の利害と官吏の利害、官吏の利害と民衆の利害とを一致させ、政府
に全国の民衆の少なくとも最大多数の民衆の支持を得なければならない。このようにする
ことができて、国民の生活もきっと増進でき、社会の秩序が安定でき、文化水準が高める
ことができ、政治訓練を実施でき、国民の戦意が高めることができ、一旦対外作戦となれ
ば、国家の戦闘力を発揮することができる。ドイツの軍隊は激しい潮の流れ、奔馬の如き
勢いで突進してきたので、フランスの人民は倒閣に忙しく、政府はまだ有能な統帥を選抜
しておらず、内部がこのように紊乱していて、どうやって失敗しないことがあろうか。日
本の空軍はすでにマニラ、グアム、真珠湾を爆撃してめちゃくちゃにしているというのに、
アメリカ政府はまだ中立法（34）改正を討論していて、孤立派（35）の調停に忙しく、動作が
遅くて、どうして損をすることがないと言えようか。 
 政治戦は建設的であり、武力戦は破壊的である。政治戦の目的は国力を充実して国力を
鍛錬することにある。武力戦の目的は敵に打撃をあたえ、敵を征服することである。国力
は政治に蓄えられ、軍事に現れる。あたかも一個人の戦闘力が体内に潜んでいて、こぶし
に現れるのと同じである。もしも大男がちびにかなわなかったり、太っちょがやっせっぽ
ちにかなわなかったりしたら、ただ自己の「政治戦」が根本的に失敗してしまっただけの
ことなのだ。 
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（三）外交戦 
＊外交戦の效用 
 外交は政治の外延だから、外交戦も政治戦の一環だと言える。だが政治戦は国力の含意
を重んじるが、外交戦は国力の発揚を重視する。一国家の国策が武力で貫徹することがで
きると、外交も実現することができる。強大な国家が権謀術策を利用して、小国を攻擊し
て自国に併吞してしまうという野心を満足させる。弱小な国家は機転がきく機動的な外交
手段を利用して、亡国種族絶滅という災禍を免れることができる。『孫子』謀攻篇には、
「敵の陰謀を陰謀のうちに破ること」、その次に上等なのは「敵と同盟国との外交を破る
分断」、その次は「敵軍を破ること」とある。そして、最も悪いことは「敵の城を攻める
こと」（36）とある。古代の兵学家がやはり「心を改めて、戦わずして相手の策謀を打ち壊
す」外交戦を重視していたことがわかる。一人の天才的な外交家は、しばしば弁舌の才を
頼みにして、戦わずして相手の兵を屈服させ、戦争を友好と化して、国家を弱から強に転
じさせ、大勢が危急から転じて安泰となる。成功した外交家は三つの「認識」に全面的に
頼っている。それらは、自己認識、対象認識、国際情勢認識の三つである。この三つの「認
識」は、画家の三元色に等しく、限りなく変化する。中国の歴史上、毛遂の自薦（37）、晏
子楚に使いす（38）のように、一つに何のよりどころもなくでっちげ、一つには鉄にちょっ
と手をあてて魔法で黄金にしてしまう。すべて不朽の傑作である。蘇秦の「合従」（39）、
張儀の「連衡」（40）戦国七雄の刀のきっさきをかれらの弁舌で方向転換させるのは、まさ
にとこしえの奇観である。 
＊新軍事家と新外交官   
 軍事技術、政治技術、外交技術は、非常に進歩が早いので、軍事、政治、外交に精通す
る人員はみな専門家になった。しかし、現状を理想に近づけたいので、軍事家は政治、外
交に精通せざるをえなかったし、外交家も戦略戦術を理解しなければならなかった。クラ
ウゼヴィッツは、「一人の統帥は必ず大政治家を兼ねた人物とならなければならない。し
かしながら根本的に、自分は将帥であるとを忘れてはいけないのである」というようなこ
とを言ったことがある。現在輝かしい名声がある政治指導者は、スターリン、ヒトラー、
ムッソリーニ、チャーチル、とわれらの蒋（介石）委員長のように、みな政治、経済、軍
事、外交の各種の学問に通じた人物である。ただこのようであって、徹底的に、戦略と政
略とが一致するのである。 
 第一次世界大戦の時、軍人と政治家の関係はさほど良くなかった。おおざっぱにいえば、
政治家は軍人が見識がないとたびたび指摘したが、軍人も常に自らの多くの困難を「政治
的干渉」に転嫁した。こうした現象は、民主政治の国家でもっとも顕著であり、独裁制の
国家では、めったに見られない。 
＊軍事と外交は協調しなければならない。 
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 ドイツ皇帝ヴィルヘルム（41）は、軍政外交は協調すべきたという道理をよく理解してい
た。1866 年から 70 年の二回の戦争で、かれと鉄血宰相ビスマルク（42）とが、一緒に戦場
にある司令部におもむいたのは、軍事と外交間の問題を直接解決しやすくなるからである。
ケーニヒグレーツの戦い（43）の時に、プロイセン軍は大勝し、戦勝の余勢に乗じてオース
トリアの都ウィーンを攻撃して、城下の盟の締結を迫った。ビスマルクは敵を友に変え、
オーストリアと同盟を締結したいため、適当な所でやめるよう主張した。普仏戦争の時、
ビスマルクは戦略の観点上、プロイセンとフランス両国の憎悪を深めることを願わなかっ
た。だからゼダンの戦い（44）でナポレオン 3 世（45）が投降した後、ビスマルクは戦争を終
結させることを主張したが、モルトケ（46）将軍はあくまでかれの主張に同意せず、強硬に
追撃の実行しようとし、パリを攻め落とした。この難題について、それぞれに自分の意見
が正しいと主張して、結局のところ水かけ論に終わってしまい、今に至るまでまだ定評が
ない。 
＊外交の失敗は軍事の失敗を生む。 
 1870 年以降、プロイセンとフランスは武力戦から外交戦に突入した。ビスマルクはオー
ストリアとイタリアと同盟を結ぶ一方、他方でロシアとイギリスを聯合し、包囲政策を実
行した。しかし、ウィルヘルム 2 世が皇帝になってほどなく、ロシアとはがらりと態度を
変え、続いて、イギリスと軋轢が発生し、イタリアとの感情もだんだんと冷淡になってし
まい、そのため、三国協商（47）に接近していったのだが、だがこれが外交上の大失敗と言
える。第一次世界大戦は双方が仲間割れして争っており、イタリアも裏切って敵対した。
無制限潜水艇作戦（48）によって、アメリカも参戦した。外交の失敗は直接に軍事上の勝利
を破壊したが、これはもっとも顕著な例である。 
＊トルコの復興は外交戦の成功のたまものである。 
 再度、戦後のトルコをみてみると、領土はほとんど戦勝国に分割しつくされた（49）。「近
東病夫」（50）の小さな命は、本当に息も絶え絶えになってしまった。となりのギリシャは、
イギリスの支持に頼って、他人の弱みにつけ込み、派兵してイズミル（51）を占領した。ケ
マル（52）はこれ以上耐えられなくなり、勢いに乗じて立ち上がり、列強の相互矛盾をつか
み、まずは外交戦を展開した。フランスと関係をつけて、イギリス・ギリシアの勢力を減
らす一方、ソ連と交歓して、自身の威厳を高めたのである。三年間激しく戦って、ついに
ギリシアに勝ち、ローザンヌ会議（53）で、列強はついにトルコの独立を認め、失った重要
な領土も返還した。こうして、近東病夫は一足飛びに出世して急に偉くなり、世界の二等
強国になったのである。 
 ここからわかるのは、外交戦をうまく運用できない国家は、強くても弱いということで
ある。外交戦術をうまく利用できる国家は、弱くても強い。ゆえに、強国であろうと弱国
であろうと、生存を謀って発展を求めようとすれば敵をはっきりと見抜き、国際間のさま
ざまな矛盾を利用して、まず外交手段を使って敵を分化し孤立させる。そのうえで、さら
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に国家振興を獲得し、敵を友達と化し、敵を包囲し、封鎖してしまう。その後は、戦わず
して勝利を得ることができるし、戦えば必ず勝利することができるようになる。 
＊弱小国であればあるほど外交が必要になる。 
 外交は戦争の一環であり、外交は戦争の前哨だとも言える。その重要性は、軍事にひけ
をとらない。弱小国であればあるほど巧みに外交を運用しなければならない。二度と「弱
小国には外交がない」という虚言を信用する必要はない。なぜなら、それはブタのような
まぬけな哲学で、外交そのものの戦闘性を抹殺してしまうからである 
 
（四）思想戦 
 ある人がヴィルヘルム 2 世になぜ第一世界大戦に敗れたのかと尋ねたところ、かれは「わ
たしには一つの『タイムズ』（54）もないからだ」と答えたという。ドイツ敗戦の原因はた
くさんあるけれども、宣伝技術の時代遅れも重要な要因の一つである。だから、世界各国
はこの件を特に重視し、ある新しいスローガン、つまり「宣伝は作戦より重要だ」と提唱
したのである。 
＊思想戦の奇跡 
 思想は人類に特有なものであり、戦争を指導し戦局を左右し、戦争の時に不可思議な微
妙な機能を発生する。フランス革命は、無組織、無訓練、無紀律で、優良な武器もない暴
徒たちによって、あり得ないことだが、国王と地主を打倒して、ルイ 16 世（55）を断頭台に
送った。そのうえ、ヨーロッパの各専制国の干渉軍を退脚させ、共和政府を組織したので
ある。1914 年にはじまった第一世界大戦の過程で、ロシアの軍隊は戦うたびに敗れていた。
ヴァーサ（Vaasa）（56）陥落後、軍人の士気がおとろえて、二度とたちあがれないようにな
り、1917 年の大革命が勃発した。ソヴィエト政府成立後、資本主義の国は共産主義の思想
を洪水と猛獣のような恐るべき災厄だと思い、一致連合して武力干渉を実行し、ソヴィエ
トロシアの革命勢力を一挙に撲滅しようとした。フランス革命時代の暴徒と大差ないソ連
の赤軍（57）は拙劣な技術と装備を頼みにして、意外にも 1,000 万人にもなる白軍（58）の武
装を解除し、英、米、仏、日、伊、チェコなどの国の連合軍を国境から駆逐したのだった
（59）。だれも予想できなかった。中国の国民党が指導する国民革命は、満清王朝を転覆し、
軍閥を打倒する数多くの戦闘でも、革命思想の宣伝に依拠して、反革命軍隊による戦争機
構の叛乱を造成した。これはすべて思想戦が人類歴史上に残した決して消すことのできな
い奇跡である。 
＊紙爆弾の威力 
 扇動力に富む思想戦は、いかなる戦争手段よりもその効力は大きい。ドイツの麦舎将軍
（60）は、「50 万のパンフレットは 100 トンの爆弾よりも効力がある」と言っている。だか
ら現在の多くの交戦国の空軍は、敵国または敵陣まで飛行し、しばしば爆弾を落とさずに
大量の「紙爆弾(宣伝ビラ)」を投下するのである。ヒトラーは、「わたしは残忍非道な国
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際共産主義の独裁がドイツの身の上にふりかかることを決して許さない」と述べている。
これによって、かれは共産主義の大本営である、ソ連に進攻したのである。チャーチル（61）、
ルーズヴェルト（62）がドイツと戦争した目的も、ヒトラー主義を徹底的に消滅するためで
ある。 
＊思想戦の武器 
  現在、世界各国の新聞はすべて宣伝の道具と化した。われわれは新聞紙上で、確実なニ
ュースを容易に見つけられなくなった。宣伝機関は捏造できるし、是非善悪をさかさまに
できる。かれらは多種類の書籍を編集し、無数の標語、挿絵や写真を印刷し、国内外、敵
国、友好国に無償でまいている。 
  しかし、単に新聞、雑誌、印刷物と特殊な宣伝機関による直接宣伝に頼っても、今日で
はやはり十分ではない。映画、演劇とすべての科学、芸術はすべて宣伝の義務を担ってい
る。この外に、もっともよい方法はラジオ放送（63）以上のものはない。 
 世界中で強力なラジオ放送局が設立された。ニュース放送の形や娯楽の方式の宣伝と、
敵とののしりあったり、聴衆の頭の中を各種の主義の色で染めたりした。第二次世界大戦
が勃発後、ゲッベルス（64）指揮下のドイツのラジオ放送局は、毎日連合軍の惨敗のニュー
スを各種の異なる言語で全世界に放送した。これは、イギリスとフランスの民衆を失望落
胆させ、フランス人の戦意完全に消失してしまい、自国に百万を超える大軍がまだあった
にもかかわらず、投降するほかなくしてしまったのである。 
 イギリス政府も同様の宣伝手段を使って、ドイツの宣伝に返答した。ヒトラーは最も厳
密な法令を制定して、およそ敵国のラジオの放送を聴いたら、処刑することにした。 
 スパイ（65）も思想戦の一つの新鋭軍だった。どの国にもスパイで満ち溢れているが、か
れらの任務は軍事情報を探し集めるだけではなく、デマを捏造し、世論を歪曲して、敗北
主義の思想も散布する。そうやって敵国の人民の耳を惑わして、敵国の人民の信念を動揺
させたり、驚異的な恐怖や政府転覆の反乱を造り出したのである。 
 第五部隊（66）について話すと、みなすぐに虎のことを話しただけで顔色が青ざめるよう
に非常に恐れた。というのは、かれの起こした騒ぎがあまりにも大きすぎるためであった。
オーストリア、チェコ、ノルウェーとフランスの悲劇は、すべてドイツの第五部隊が陰で
演出したのだった。かれらはドイツの思想戦の戦場で最も勇敢な歩哨だったので、コレラ
の菌のように敵国の心臓の中で潜伏したのである。 
＊思想の敗戦は武力の敗戦である。 
 思想戦の激化につれて、列強は戦闘員あるいは非戦闘員の政治的安定性に対して、十分
に注意を払うようになった。ゼークト将軍は、「軍隊は国民の意思を表す鏡である。この
意思がもしも誤った方向に行ってしまったとすれば、敗戦してしまい、国家を破滅させる
危険をもたらすことになるだろう」と述べた。国民の思想と意思とがひとたび動揺すれば、
戦闘機、大砲はたちまちのうちに無用の廃物になってしまうということである。 
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＊併用戦はどのように併用するのか。 
 以上説明した四つの戦争形式には、決まった用い方がない。対象、環境、敵我の力量が
一変すれば運用の順序も変化する。例を挙げて説明しよう。 
 （一）まず経済戦を実行する。イタリア－エチオピア戦争が勃発したのは、英仏が主導
する国際連盟（67）がエチオピアを援助するために、1935 年 11 月 18 日にイタリアに対して
経済制裁（68）を実行し、兵器と戦争に関する資材の原料のイタリアへの輸入を禁止する議
決をしたからである。イタリアはドイツが 1936 年三月にラインラント（69）に進軍してから、
双方の志が同じだとわかり、一転して交歓し、ひそかにドイツ、オーストリアとの協定を
進めた。さらに同じ年の 10 月にガレアッツオ・チャーノ（70）をベルリンに派遣し、独伊の
合作を進めた。英仏はイタリアへの経済制裁に参加した国々を統率し、1936 年 11 月から
以後はイタリアに対して金融取引を停止した。フランスはソ連と相互援助条約（71）を締結
してドイツを牽制した。ドイツは日本と日独防共協定（72）を締結し、ソ連に打撃を与えた。
イタリアは 1937 年 1 月にイギリスと地中海協定（73）を締結し、英仏の団結を離間しようと
した。さらにウィーンでイタリア、オーストリア、ハンガリーの三国による協定を締結し、
三国の中欧の戦線を鞏固にしようとした。ドイツはオーストリアとチェコスロバキアを併
呑してから、外交戦から政治戦に転換し、ドイツポーランドの戦争が勃発し、政治戦から
武力戦の段階に進み、武力戦と同時に思想戦と宣伝戦を展開した。 
 （二）まず外交戦を実行する。日本はわが東北三省を侵略した後、英米の在華利益は大
いに脅威にさらされた。アメリカ政府はまず日本に抗議を申し立てて、イギリスは国際連
盟をリードして調査団派遣し（74）、日本に道義的制裁を課した。国務長官スティムソン（75）
は九国条約（76）及び不戦条約（77）に基づいて、不承認主義を唱えた。日本は速やかに「満
洲国」（78）を承認し、既成事実をつくって、故意に国際連盟をわずらわせた。19 カ国委員
会の日本を譴責する報告書が国際連盟総会で通過した後、日本は熱河に進攻し占拠して
（79）、国際連盟を脱退した（80）。イギリスは中国と技術、財政面での合作を実行しており、
中国の幣制改革（81）を援助した。それと同時にソ連との親密さを示して、商業借款（82）及
び英ソ海軍協定（83）など種々の問題を協議して日本を脅かした。アメリカも 1933 年 11 月
にソ連の承認を宣言して、日本の外交を孤立させた。1934 年、英米日による海軍会議（84）
で、日本はまた英米両国軍備との平等を要求して、気まずい思いで別れさせた。各国は軍
備拡張競争をはじめ、戦争に備えたのだった。日本は進める道をなくしてしまい、独伊の
枢軸に加入して、ドイツと同盟（85）を締結するしかなかった。盧溝橋事変（86）後、英米は
経済的に中国を援助して、日本の頭脳を痛めつけた。そこで日本は広州に攻進して、香港
と中国内地との交通線を切断した。次に海南島（87）を占領して、英米の南洋殖民地（88）を
脅かした。シンガポール軍港は 1938 年 2 月 24 日落成し、アメリカのグアム島も防備を固
めることを決定した。第二次世界大戦が始まり、英米日は太平洋上での衝突がますますひ
どくなった。フランスが屈服投降し、日本はベトナムに侵攻して占領した。1941 年 7 月 16
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日、米国は日越連防（89）に応じて、日本の在米資金を凍結することを宣言し、原油の対日
輸出を禁止し、経済制裁を実行した。イギリス、オランダ、インドもアメリカと一致して
行動し、英日、印日、緬日協商条約、および荷日原油協定（90）を廃棄して、軍事用品の日
本への輸出を制限して、経済戦を展開した。日本軍はタイに侵入した時、英米の艦隊も極
東に向かって出帆しており、一触即発状態であり、ここで経済戦は一段落した。双方は 1941
年 12 月 8 日に正式に開戦した。 
 （三）まず武力戦を行う。ドイツは突然オランダ、ベルギーに進攻し、デンマーク、ノ
ルウェー、両国の中立を打ち破った。まず武力戦をはじめ、しだいに政治戦、経済戦、思
想戦を展開した一例だと言うことができる。 
  (四）ドイツとソ連の戦争は、経済・政治・思想・外交・軍事が並列した「併用戦」で
ある。1870 年の普仏戦争と 1904 年から 1905 年の日露戦争で、プロシア・日本両国が短期
間のうちに大勝することができた理由は、完全に明治天皇とウイルヘルム 1 世指導下によ
る将軍と宰相がうまく「併用戦」を運用したことと関係がある。 
   上述したいくつかの例は、わたしもいく分無理失理があると思う。説明に便をはかるた
めに、そうしただけである。事実上、あの一度の戦争であろうとなかろうと、その要素と
行進方式とはすべて錯綜していて複雑である。というのは程度が浅深、真相は顕陰で、本
実はしばしば現象によって隠蔽されるからである。われわれは、この多種多様な戦争の形
態を理解している以上、満足すべきではなく、一歩進んで民族的な反省を促進すべきなの
である。 
 最近一種の新しい戦法がある。「神経戦」（91）と呼ばれている。それはある示威的な方
法で敵をおびえさせて屈服させるのである。ヤマネコが鼠を捕らえ、鷹がスズメに飛びか
かるときに使うのが、この戦法である。ところが、ネズミはヤマネコに抵抗せざるをえな
いし、スズメは鷹に抵抗せざるをえないから、今までやはり謎の一つである。かれらは「不
抵抗主義」の信徒で、本来まったく抵抗するつまりはないので、抵抗する方法を研究した
ことがないのである。 
 
五、悲惨的な結末 
 戦争は残酷なものであるが、戦争の結果はもっと残酷なものである。 
 人類は不眠不休で科学（92）を研究し、科学を奴隷のように酷使し、科学も本領を発揮し
て世界を改造し、人類を壊滅させる。武器が戦争の方法を決定し、戦争の方法は人類の運
命を決定する。わたしたちがは今日の戦場で使用している武器と過去の武器とを比較して
みるだけで、今日の戦争はどのような結果が得られるのかを知るのはさほど難しくはない
だろう。 
＊現代戦争の極度な壊滅性 
 一個の爆弾は整然とした壮観な西洋建築を粉砕することができる。一発の魚雷（93）は
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35,000 トンの戦艦を撃沈することができる。一個の焼夷弾（94）はにぎやかな都市を焦土に
化してしまうことができる。一発の毒ガス弾（95）は何千何万という戦闘員、あるいは非戦
闘員を毒殺することができる。細菌（96）を撒き散らす航空機は無数の人民を急性伝染病に
罹患させることができる。この種の伝染病は暴風雨のように、一般人に死亡の恐怖を発散
している。事実上、この種の破壊的手段は最後まで手を尽くしたとは言えない。この種の
殺人方法は十分に残酷というほどではない。多くの科学者はいまだに老朽化した実験室で
仕事に没頭しており、最近ではまもなくもっと恐ろしい新兵器が出現すると予想されてい
る。その新兵器は最も新奇で最も感動させる悲劇を、場所を世界の舞台に移して公演する
ことができる。大規模な堂々たる大艦隊が、すぐに一たまりの金属の浮きかすに融解して
しまうことを見ることができる。一隊のモーター化された軍隊が、新しい武器の勢力範囲
を進展し、その爆弾はどのように自動で爆発するのか、兵士と機械化された兵器を共倒れ
させられるのか見ることができる。また「殺人光線」（97）はどのように周囲の数 10km 以
内のあらゆる生命を消滅するのかもみることができる。 
  科学は人類を蟻や蚊と同様に取り扱う。一つの巣穴の蟻の数は数千数万にとどまらない。
だから、戦い始めてみると、前の蟻が倒れても後から後へと屍を乗り越えて進み、勇まし
い事この上ないが、ちょっとした一筋の洪水で跡形もなく容易に全滅してしまう。戦火の
中で人類の運命は蟻と大した違いはない。われわれが見ることができるのは五体不満足な
身体、血まみれの死体、天空をおおいつくす砲煙、善い玉悪い石もともに害を受ける烈火
である。われわれが聞くことができるのは、高層ビルの倒壊音、孤児や寡婦が泣き叫ぶ声、
天地を揺るがす殺戮の声、傷病廃疾者の呻き声、餓えと寒さで叫ぶ者の声である。それで
も、全てが最も残酷というわけではない。およそわれわれが見ることができる惨状は、も
はや日常のできごとであり、珍しい事ではなくなった。武器は根本的に殺人の道具だから、
それによって殺せる数が多いほど徹底的であり、それを使う人間も軽快で満足を感じる。
毒ガス戦と細菌戦は人道に反しない。逆に、もっとも人道的な戦法であると言う人もいた。
つまり、殺人スピードが速く数も多いためである。 
 チャーチルは、1924 年に、「たとえオレンジの大きさぐらいの爆弾だとしても、1,000
トンの無煙火薬の威力を持っていてまたたくまに一つの都市を壊滅できる」と予言（98）し
た。今日の目で見れば、彼の話は驚くべきとは感じない。たとえ彼が二度目の予測の話を
したとすれば、「仁王像」（99）の子孫ように勢力が伯仲していて、勝敗がつけがたいだろ
う。いつか、こちらが「時効攻撃」を実行すれば、あちらは「時効防禦」を実行するだろ
う。そして、阿形と吽形は共倒れになるだろう。 
＊敵軍の殲滅から敵国の人民の殲滅への拡大 
＊敵の抵抗の意志が消滅する前に、戦争は停止できない。 
 戦争の目的は、敵を殲滅し、敵の反抗の意志を消失させることである。だが今日の戦争
は，総力戦であり、国王と元首が敵対するのではないし、総司令官と大元帥が敵対するの
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ではないし、軍隊と軍隊とが敵対するのでもない。総力戦はこの民族と別の民族、この国
家の全国民とほかの国家の全国民とが敵対する行為である。いわゆる敵というのは、敵国
の全国民であって、少数者あるいはある一部分ではない。もし目的に到達しないならば戦
争を終結することはできないので、徹底的に敵国の全国民を殲滅するしかいのである。敵
国の国民が一人でも存在しているならば、かれの戦意は消滅していないのである。という
のは戦闘の意志というのは、生存の意志だからである。かれは生きようとし、戦おうとし、
生存し続けようとするなら、引き続き戦闘しなければならない。ヴェルサイユ条約は、ド
イツとフランスの戦争を暫時停止させ、ドイツとフランスの戦争をほかの方式に変換させ
たにすぎず、ドイツとフランス両民族の戦争は終わったわけではなかった。そのうえ、紙
一枚の条約が終束したわけでもなかった。クラウゼヴィッツは、「停戦というのは、時間
を利用して戦闘を緩和し、すでに破壊した勢力の平衡状態を回復することである」と言っ
た。軍事専門家の見識からすれば、ドイツとフランスの再戦、戦闘の継続は、避けられな
かった。フランス人はドイツ軍の武装を解除し、ドイツの軍備を制限し、ドイツの経済を
圧搾することだけしか知らず、当時に政治戦と思想戦の重要性を見落としており、さらに
一歩進んで敵の戦闘の意志を消滅させることを知らなかった。だからドイツは平和条約（ヴ
ェルサイユ条約のこと）を締結する一方で、新しい戦争の原則を宣言したのである。その
宣言というのは、「軍事戦が最終的な決定ではありえないなら、戦争の二種類の形式、す
なわち経済戦と士気戦（100）を発展させる」というものだった。かれらは新しい個人には戦
争の思想が充満している」と鼓吹しはじめた。かれらは、「士気戦の目的は、敵の士気を
粉砕し、敵の抵抗の意志を消滅することである」と宣伝しはじめた。 
＊無条件の和平 
 ドイツは一度得をしたが、同様の得することを敵に決してあたえることはない。ひそか
に意を決し、ヴェルサイユ条約の敵を討とうとした。そして今後の戦争は国を破滅する政
治目標のために総力戦であると認定した。ある軍事刊行物はかなり以前からわれわれに告
げていた。総力戦争は必然的に全面的な勝利の結末にいきつくのである。「総力戦の意義
は、敗戦国が徹底的に破滅され、さらに政治の舞台からまったく最終的に消え去ることで
ある。戦勝者は戦敗者と和平条件について話し合わない。というのは相手は話し合う資格
を満たしていないからである。戦勝国は自ら適切だと考えるあらゆる条件を一方的に決め
る」と。 
 果たして 1940 年 6 月 21 日、ペタン元帥（101）が停戦請求を提出してから三日目、ヒトラ
ーは第一次世界大戦の時に各交戦国が停戦協定を締結したコンピエーニュの森（102）の「休
戦広場」で、その停戦条件をフランス代表に手渡しした。ヒトラーは停戦条件  を読み上げ
終えると、一言も発することなく随員を引き連れて足早に去っていった。フランスの代表
は青い布をかぶせた机の横に立って拝聴したが、顔色は大理石のように蒼白だった。 
＊戦敗者が永遠に生まれ変わる日のない和平 
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 ペタン元帥はフランスに 1918 年以後のドイツを学ばせようと思ったのかもしれないが、
ヒトラーはフランス人がかれの学生にするのを許すかどうかは、とても  問題なのだ。かれ
はコンピエーニュ停戦条件の緒言で一つの原則を特別に提出したが、すなわちそれは「戦
争行動に再現を防止すること」だった。ヒトラーは今年  （1942 年）1 月 29 日、演説を発
表して「今回の戦争は、ゲルマン民族（103）とアーリア民族（104）あるいはユダヤ人両者の中
のどちらかが滅びどちらかが生き残り、ようやく終結するのである」と講じた。かれが滅
ぼそうとしていたのは、かれと戦争をしていた国ではなく、民族なのである。 
＊禽獣草木もすべて壊滅の範囲の中に入っている。 
 民族殲滅の戦闘を進める過程の中で、敵国の人民をすべて絶滅しようとするばかりでは
なく、戦争終束以前に、敵国人民が飼育する家畜も、播種する穀類とその他の植物も絶滅
する範囲の中に入っていた。農作物を壊滅する病原菌、家畜を殺害する癰疽菌（105）は、軍
隊および平民全体に毒害をもたらす急性伝染病の細菌と同様に重要と見なされた。もしも
侵略者が張巡が雎陽を死守する「羅雀掘鼠（雀や鼠を食べるほど困窮する状況のこと）」
（106）の故事を読んだら、かれらは科学者に命じて特効性のある毒薬を発明させ、敵国の雀
と鼠を撲滅するかもしれない。それらは敵の抵抗時間を延長できるからである。 
＊文化を消滅することは民族を消滅する手段である。 
 われわれは忘れてはならない。「一二八」上海事変（107）では、敵は以前に「商務印書館」
（108）を爆撃目標としていた。最近太平洋戦争が勃発し、日本軍は上海占領後、また「商務
印書館」を徹底的に破壊し、そのうえ印刷の機械も運び去った。中国各地の図書館と文化
機関は、これまで通り空軍が爆弾を投擲する目標である。かれらは中国人が一度では斬り
尽くせないし、殺し尽くすこともできないことを知っていて、徹底的に中国を滅ぼしたい
ならば、必ず中国固有の文化を消滅しなければならないことも知っている。淪陥区(日本軍
に占領された地域のこと)でかれらは中国の学生が日本語を学び、日本語を話し、日本人が
編集した教科書を読ませている。 
＊古い陰謀、新しい計略 
 われわれは忘れてはならない。日本軍はあちこちでわれわれの児童を強奪し、かれらは
中国の児童を戦利品とみなし、非常に大勢を輸送して帰国している。これらの児童は 20
年たたないうちに、男の子は全員訓練を受けて精鋭の日本兵になり、派遣されて中国にや
って来て、父母、兄弟を残害し、かれらの故郷や庭園を壊滅する。女の子は身体強健な母
になり、征服者に淫薬を供し、かれらに一世代下の侵略者を提供する。これが日本軍閥の
「華を以て華を亡ぼす」の芸術なのである。 
＊急性弱種、慢性滅種 
 われわれは忘れてはならない。日本は占領区の中では、アヘンと賭博を提唱し、アヘン
の栽培を奨励し、大規模の妓楼を経営し、アヘンの毒を広め、モルヒネの毒を広め、性病
を拡散し、中国人民を腐敗堕落させ、怠惰、愚鈍になって、衰弱し病気がちになり、廉恥
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を知らない劣等民族となってしまう。こうして、中華民族の死を増加させ、出産を減少さ
せ、自ら絶滅に向かっていかせる。これが「天演淘汰」の方法による緩慢とした亡華滅種
の悪辣な計画である。 
 今日の戦争は、勝ち負けのためではなく、覇権争いのためではない。経済資源を奪取し、
生存空間を獲得するためなのである。侵略者は被征服者の民族意識が消滅できないことを
熟知している。「戦争行動の再現を防止する」ために、一度だけもしくは、集中したもの
を分散させて何回にも分けて被征服者を「徹底的に殲滅」し、かれらを永遠に世界の舞台
から退出させるのである。 
＊世界上に奴隷が生存できる空間はない。 
 屈辱的なの投降条件を締結して戦争を終結してはいけない、それは被征服者の悲劇の幕
明けにすぎない。今後の世界はふたたび奴隷の生存空間があるということはない、生存は
勇敢に戦う者の特殊な権利なのである 。 
 
 
第四章 国防建設の要素 
 
＊人類の社会生活の要素はすなわち、国防建設の要素である。 
 戦争の範囲は、人類の生活の進歩にしたがって日々と拡大し、国防の範囲もまた戦争の
範囲の拡大にともなって拡大している。戦争の要素は、人類の生活の進歩によって日々と
複雑化している。国防の内容も戦争の要素の複雑化にともなって、ますます複雑になって
いる。われわれは「生活はすなわち戦争である」ことを否認できない以上、人類の社会生
活の要素も、国防建設の要素なのである、ということを承認しなければならない。。概括
すれば、一国家は、天から地（領空から領土）まで、大陸から海洋まで、生命ある動物、
生気ある植物から、無機物である鉱物、有形有体の物質から無声無臭の精神まで、一様に
現代の戦争によってある働きを発生しないことはないのである。だから、それらのすべて
が国防建設の要素にならないこともないのである。現在の戦争は全面戦争なのだから、国
防もまた必然的に全面的になるのである。全面的な国防が備わっていなければ、全面戦争
に対応できないのである。 
 しかしながら、その無数の要素のうちのいく種類が、比較的重要な要素なのだろうか。
研究に利するために、わたしは一国家であれ、一時代の国防であれ、すべて数種類かの共
通の要素を備えていると考えている。第一は人の要素であり、第二は物の要素であり、第
三は混合要素である。ではこれから、これら三種類の要素に別々に説明を加えたい。 
 
一．人の要素 
 人は国防建設上、古来より唯一の重要な地位を占めている。孔子は「人有りて此に土有
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り、土有りて此に財有り」（109）と言っているが、これは簡単直截に人を国家富強の原動力
としているのである。孟子は梁の恵王に拝謁したときに、恵王は孟子に「寡人の、国にお
けるや、心を尽くせるのみ。河内の凶なるときは、その民を河東に移して、その粟を河内
に移せり。河東の凶なるときも、またかくのごとくせり。隣の国の政をみるに、寡人の心
を用うるがごとくなるものなし。隣の国の民はいよいよ少なくもならず、寡人の民もいよ
いよ多くもならざるは、何ぞや」（110）と問うた。ここから恵王も「民は邦の本と為す、本
は固より邦を寧んず」（111）の道理を理解していたことがわかる。民を移住させ穀物を移植
させるという方法で、災害と凶作から救済したのである。その結果、依然として人口は増
加せず、恵王自身も非常に悲しんだ。近年では、アメリカが「移民政策」を利用して国内
の人口を増加させ、富強をもたらした。これらはすべて国家が人を主とする証拠である。
孟子は「不孝に三有り、後無きを大となす」（112）と言っている。越王勾践は呉国から難を
逃れて危険を脱して帰国を果たし、臥薪嘗胆、志を立てて復讐した。そのときに出生数の
増加から着手して、男子が二十歳になっても妻帯せず、女子が十五歳になっても嫁がなけ
れば、その父兄を罰する。また、寡婦と寡夫も自由に結婚できると規定したのである。10
年間生み育て、10 年間教育に励んだ（『左伝』哀公元年）。まさに、天は自ら助くる者を
助くであり、結果として、一挙に呉を殲滅し、雪辱の目的を達したのである。第一次世界
大戦後、列強各国は、あらゆる手段を尽くして、人口増加を図った。ドイツのヒンデンブ
ルグ大統領は、出生数の増加を奨励するため、数十万人の養子縁組を認めた。これらの養
子はみな多産の父母から産み落とされたのだった。第二次世界大戦勃発後、ドイツの未婚
の青年男子は徴兵に応じて入隊する前に、無料で新聞紙上に結婚相手募集の公告を載せる
ことができた。その広告には、「わたしはまもなく前線に向けて出発します。出発前に、
身体健康なゲルマン民族の少女を募集します。わたしと一緒になって、第三帝国の後継者
を産んでください」とあった。出征する軍人と結婚すると、政府はかの女たちの生活を特
別優待したので、応募者は多数いた、ということである。 
 これらの感動的な話は、人民が国防建設上重要であることを大変よく説明している。事
実、国家というのはもともと人民の生存を保障するため、民族の発展を促成してそれを組
織するものである。人は国家の主人であり、人がいなければ国家も存在しないし、国防も
存在しないのである。国家建設と国防建設とは同じように、大量の人を必要とする。だが、
国家内部の人と国防に必要とする人は、同じ人であるとはいえ、性質上は区別される。 
＊人口が多い国家が、必ずしも強国とは限らない。 
 およそ一国の国民は、年齢や性別にかかわらず、一人の単純な「自然人」であるだけで、
かならず役立つとは限らない。イギリスの領土は地球上にたくさん散らばっていて、人口
は五億五千万、全世界の人口の三分の一を占める。フランスの人口も 4,500 万人以上であ
る。では、なぜ 6,700 万人の人口しかないドイツが大胆にも英仏両国と同時に戦争をはじ
め、英仏連合軍をこてんぱんに打ち負かしたのだろうか。イギリスの 5 億 5,000 万の人口
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の内訳は、インド人が 3 億 8,000 万、ほかにもミャンマー人、マレー人、アフリカの現地
人、南アメリカ人を含んでいるが、ドイツ人からすればまるで蟻と同じで、まったく役に
立たないのである。本当のイギリス人は、4,600 百万人にすぎない。英仏両国の人口を合
算してみるとドイツ人より多いものの、戦争になればイギリスは 500 万人しか動員できな
いし、フランスは 600 万人しか動員できない。ドイツは 1,200 万人も動員可能である。英
仏両国の総数よりも多い。英仏両国は各々が損得をそろばん勘定していて、徹底的に一心
同体に戦闘できないから、戦闘力は当然、ドイツより強くない。たとえば、われわれを侵
略している日本である。通常日本人の人口は 7,000 万人と言われている、実際のところ、
1,800 万人の朝鮮人、700 万人の台湾人、200 万人の琉球人、蝦夷人が含まれている。本当
の日本人はわずかに 4,500 万人で、中国人の人口の十分の一にすぎない。なぜ、われわれ
堂々たる中華を侵略しにやって来たのだろうか。それは日本は強く、中国は弱いからであ
る。日本は人口が少ないけれども、大部分は力を発揮できるうえ、力を集中できるからで
ある。だから、世界の一等国になったのである。中国の人口は多いけれども、大多数は力
を発揮できないし、少人数の力も分散してばらばらで、集中できない。だから、他国に軽
視され、「東亜病夫」と呼ばれるのである。われわれは、人口は国家の細胞であるから、
国家が病気になれば、元気をふるいおこすことができないし、細胞が多くても、何の役に
も立たないのであるということを知っている。一国の人口は、男であれ女であれ、老人で
あれ子供であれ、聡明であれ愚かであれ、健康であれ衰弱しているのであれ、病に冒され
ているのであれ、身体に障害を負っているのであれ、罪を犯した囚人であれ、人様のもの
を盗むすりであれ、殺人放火をする土匪であれ、すべてみんな国民ではあるが、国防建設
に力を発揮することができるであろうか。明らかに、不可能である。国防に必要なのは、
ごく普通の「人」でなく、国防力を生み出せる「国防人」なのである。 
＊国防人 
 国防力を生み出すことができる人には、以下の三つの条件が備わっていなければならな
い。第一に、身体が健全であること。第二に、生産技能を有すること。第三に、思想が正
確であり、国家の法令を遵守すること。この三つの条件が完全に備わってこそ、国防人と
言えるのである。身体が健全であってこそ、労働ができるし、技能をもっていてこそ、国
家の生産にかかわれるし、思想が正確で国家の法令を遵守してこそ、国家に服務すること
ができるからである。三つの条件のうち一つを欠いたら、「人」になってしまい、「国防
人」にはならない。たとえば、身体が健康でない人は、病人である。五体満足でない人は、
身体障害者である。国家の法令を遵守し、過去にも技能をもっているけれども、労働がで
きなければ、当然力を生み出すことができない。また、若干の人は生産技能を有していな
くて、身体は健全で、法律を犯していないけれども、ぶらぶらしていて仕事をせず、始終
飽食して満腹で、少しも頭を働かせないとしたら、国家の生産にかかわれないし、国家に
も何の利点もないのである。さらに、いくばくかの人は思想が不正確で、国家の法令を遵
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守しないならば、身体が健全で、生産技術をもっているけれども、一日中悪事を働き、良
心を失い、国民に危害をおよぼす。汪精衛のような人は、身体と技能とにほとんど差がな
いが、売国奴になってしまった。自分が国防力量を生み出せないだけでなく、逆に大群の
小売国奴を引き連れて、祖国に危害をおよぼすのは、かれらの思想が誤っているからで、
国家の法令を遵守することを知らないからなのである。 
＊国防力量を生み出せない人は、国防人ではない。 
 金持ちの老人、若旦那、若奥さんは、自分はもともと聡明で賢いから、少しの学習で生
産技術を習得し、生産に従事できると思っている。結果的に、多くの消耗技術を学習して
しまい、贅沢三昧の無軌道な生活をし、もっぱら消耗にたずさわってしまう。ただかれら
の消耗だけ計算に入れないとしても、たくさんの生産可能な女中、雑役夫（下僕）、炊事
夫（婦）、用心棒を金銭で雇っている。これらをかれらとともに消耗させている。かれら
は自ら歩こうとせず、国家で生産可能な国民を運転手や人力車夫にしているからである。
かれらはうさを晴らそうとして、国家で生産にたずさわれる国民に演劇を学んだり、踊り
子になったり、茶館や居酒屋を開いたり、妓楼を経営したりするからである。このような
人は、近視眼的には生産にたずさわっているように見えるが、実際はかれらの生産は国防
力量を増加させることはできない。そうした一群の「消耗専門家」の需要を満たすためな
のである。この種の人が多くなればなるほど、国家は不運に見舞われる。かれらは人であ
り、国防人ではないからである。 
 アヘンを吸引するアヘン中毒者、「丁だ、半だのかけ声をあげる」博徒、「いきあたり
ばったりの暮らしをして、明日はどうなってもかまわない」という大酒飲み、「風流のた
めになら死しても本望だと思っている」色魔、かれら自身は生産をしないのに、かえって
多数のアヘン栽培者、アヘン用のキセルやキセルの雁首を作る職人、まだ精製していない
生アヘンの運搬業者、賭博用具製造職人、賭博場経営者、白酒醸造者、酒屋、居酒屋、酔
っ払いの世話をする者、売春宿の経営者、売春婦、妓女の世話人、花柳病を治療する者、
これらすべてに、巻き添えをくわせることになる。この多数の人たちは消費するために生
み出しているわけではなく、人様の消費に供するために生み出しているのであって、まっ
たく国防の力量を生み出すことはできないのである。このような人が多くなればなるほど、
国家はばかをみる。かれらは人であって、国防人ではないからである。 
 仏門に入った高僧、六根（眼・耳・鼻・舌・身・意のこと）潔白な真宗と禅宗、肉食を
絶ってお経を唱える善男善女、不治の病を治すみこ、それに信じるか信じないかはあなた
次第という占い師、かれら自身は生産をしないし、それと同時に多数の人を惑わす。そし
てかれらに一途に生産に従事させないのである。このような人が多ければ多いほど、国家
はばかをみることになる。かれらは人であって、国防人ではないからである。 
 鶏を盗んだり犬を捕まえたりするような卑劣な盗っ人、他人の家の財物を強奪する強盗、
人目を引いて人をだまし財物を奪い取るごろつき、権勢を笠に着て勝手に是非を判断する
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地方のボス、役人を脅すごろつき、是非をまげて訴訟をおこす輩、殺人放火する土匪、地
方を握りしめて利益を独占する郷紳、高利でしぼりとる奸商、職権を利用して不法に資材
をかすめ取る官吏、騒乱を作り出す政客、兵を擁して自衛する軍閥、統一を破壊する奸佞
の徒、かれら自身は生産しないばかりか、逆に大小長短の事件を引き起こし、社会秩序を
乱し、国家の政令に反攻し、人民の生活のよりどころをなくして、国を国でなくしてしま
う。このような人が多ければおおいほど、国家は損をする。かれらは人であって、国防人
ではないのである。 
＊もっとも恐ろしいのは、国防力量の相互相殺である。 
＊国力に余力があってこそ、国防を建設できる。 
 ここまで話してくると、われわれ自身は反省しなければならない。中国の四億五千万人
のなかに、何人が消費するだけなのか、何人が生産して実際に消費するのか、何人が少な
く生産して多く消費するのか、何人が生産した物資が自分の消費量とつり合うのか、また
何人が生産量が自己の消費量よりも多いのだろうか。一国家の力量は、全体の国民生活力
量の総和である。民力が不足すれば、国力は絶対に余裕がない。人民の生活は維持できな
いのに、国防を建設する力量があるだろうか。だから民力の不足は、一方で老人、弱者、
身体障害者、病人が多く、力を出すことができない。また一方で、働かずに利益を得てい
る寄生虫が多く、力を出すことが期待できないのである。しかしながら、一番ひどいのは、
人力物力の相互相殺以上のものはない。土匪の力量は、匪賊討伐の力量と相殺される。貪
官汚吏の力量は、民衆の力量と相殺される。割拠の力量は、統一の力量と相殺される。軍
閥混戦の力量は、国家防衛の力量と相殺される。利己主義の力量は、誠心誠意一致団結す
る力量と相殺されてしまう。人民がもっている力量は、すべて自らが消費する。これでは、
国家は弱体化しないはずはない。われわれは国防建設だけを語っているのではない。国防
建設について語ろうとすれば、国力を充実させ、国力に余力がなければならない。そうし
てこそ国防を建設することがきできるのである。もしも国力の余力で、国民の体育を提唱
すべきならば、疾病を防止して消費を減少させる。節約を励行して、労働を強制し、生産
を増加するのである。分岐錯誤の思想を正し、全国民を国家至上、民族至上という共同目
標の旗の下、意志を統一し、力量を集中して、徹底的に内在する矛盾を取り除かなければ
ならない。もし、全国人民の力量が増減し、分散から合一になれば、「生産するものが多
くて、食べるものが少ない。作るときに急ぎ、使うときにゆったりとする」の地歩をなす
ことができるならば、小国が富むことができ、大国は強を図ることができる。中華民族を
復興するのは、掌をかえすように簡単である。 
＊ドイツとソ連はどのようにして強くなったのか。 
 一国家は、人が多ければ強国とは限らない。「国防人」が多くなって、強大になること
ができる。ドイツが強国なわけは、ドイツ国民みなが鉄血宰相ビスマルクとヒトラーの訓
練を受けたからである。ドイツ人の体格は特別に健全で、技能は異常なほどほかを優越し
435
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文社会・社会科学編 第 1 号 2018 
細井 和彦 , 翻訳：楊杰著『国防新論』（三） 
ており、国家のために尽力して法を遵守し、命令に服従する精神は、ほかの民族がまった
くおよばないところである。ドイツ人は国家民族の存在を知っているだけで、エゴイズム
や利己主義を知らない。かれらは「ドイツこそすべてより勝る」「元首の命令こそ命であ
る」と思っているので、敗戦以後、二十年足らずで、固有の地位を確立することができ、
世界で一等国になりえたのである。革命以後のソ連は、障害者がいなくて、廃棄する物も
ないし、無駄もなかった。一人一人に仕事があり、食べることができた。国民の健康水準、
生活水準、知識水準、技術水準のすべてが高まった。ソ連人の思想が一致し、信仰が一致
し、行動が一致し、目標も一致した。かれらは無窮の人力、無限の財力、無比の物力を蓄
積しながら、きわめて堅固な国防を建設し、きわめて強大な赤軍を訓練し、戦争をすれば、
1,500 万人の戦闘兵を動員可能にした。ヒトラーは戦えばて勝たないことはなかったし、
攻撃すれば勝利しないこともなかったのだが、モスクワ進攻計画はソ連軍に粉砕されたの
だった。これらの事実は、みなわれわれに以下のことを伝えている。中華民族を復興しよ
うとすれば、まずは自分を一人の「国防人」にしなければならない。それから、また大量
の「国防人」を養成するのである。教育と訓練には、ただ一つの目的があればよい。つま
り、「国人」を「国防人」に変質させなければならないのだ。 
＊国民と国防人の比率が、国家の強弱を決定する。 
 国家の強弱は、国民と国防人の比率によって決定する。たとえば、甲国と乙国の人口は
両国とも 6,000 万人で、甲国の国防人は全人口の 50％を占め、乙国の国防人は全人口の 90
％を占める。そうすると、甲国の国防人は 3,000 万人で、乙国の国防人 5,400 万人と比較
すれば、どちらが強くてどちらが弱いかは、明白ではなかろうか。 
 国防人がいても、国防技術が必要になり、国防技術があっても、国防組織が必要になる。
国防組織があっても、国防計画が必要になる。国防計画があっても、国防の中心が必要に
なる。国防の中心があっても、国防精神が必要になる。フランスには国防人がいて、国防
技術、国防組織、国防計画があったのに、どうして戦争に負けたのだろうか。フランスに
はヒトラーのような国防の中心が存在しなかったし、ゲルマン民族のような国防精神がな
かったからなのである。 
 
二．物の要素 
＊人対人の戦争から、物対物の戦争へ。 
 以前の戦争はと言えば、100 万の雄兵と 1,000 人の将軍と言われた。現在の戦争では、
兵力とは数万機の飛行機、数万門の大砲、数万輛の戦車、数千艘の戦艦を言う。以前の武
器の目的は、殺人であるが、現在の兵器は高射砲の使用は飛行機を撃ち落とすためであり、
魚雷の使用は軍艦を撃沈するためであり、対戦車砲の使用は戦車の攻撃のためであり、目
的は「物の破壊」である。戦争のニュースにも、しばしば敵幾何艘を撃沈したとか、敵機
何機を撃墜したと言っているだけで、ニュースが終わっていて、何人殺害したとかは一言
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も触れない。列強が国防を建設するのは、それは大砲、巨艦、飛行機、戦車のことであり、
戦争の準備は、大砲、巨艦、飛行機、戦車のことであり、勝敗の決定も、やはり大砲、巨
艦、飛行機、戦車のことなのである。血肉ある生身の人間は、二の次になってしまったの
である。もしも無線で飛行機、大砲を操縦する技術がさらに進んで普遍的に応用すること
ができるようになれば、人対人の戦争は、物対物の戦争に進展して変化するだろう。 
 人対人の戦争、人対物の戦争、物対物の戦争というように、戦争はこのような順序で変
化してきた。歴史の現段階において、われわれは同時にこの三種類の戦争の形式を見るこ
とができる。アフリカの野蛮人と野蛮人との戦争は、純粋に人対人の戦争である。野蛮人
が文明人の侵略に抵抗すると、人対物の戦争になる。列強が相互に雌雄を決するのは、物
と物の戦争である。近代化を成し遂げたと自任する国家は、どうしても、物資がなければ
戦争ができないのである。ゆえに、物は国防建設の要素となるのである。 
＊領土が備えるべき条件 
 「物」は土地の息子であり、豊富な物資を必要とするならば、広大な土地が必要になる。
国家には土地が必要であり、土地がなければ国家として成立できない。大国には広大な土
地が必要であるが、そうでなければ大国にはなれない。一国の領土には、山渓の峻険さが
あり、そのうちで、もっともよいのは「一兵が関所を守っていれば、一万の兵も破ること
はできない」ほどの要害の地である。また土地から豊富な物産が産出されなければならな
い。もしも生産できないなら、土地の価値を失うことになる。以前、イタリア－アビシニ
ア戦争のとき、アビシニアは領土を割譲して和平を求めたが、だがイタリアは肥沃な領土
以外は欲しくはなかった。中国のゴビ砂漠のような不毛な土地は不要だったのである。ま
さに「楚人に罪無し、璧を懐けば罪あり」（113）、アビシニアはイタリアの要求を拒絶し、
ムッソリーニは肥沃な土地を奪取しようとしたら、アビシニアを滅ぼしてしまうよりしか
たなかったのである。 
 地の上に産するそのほとんどが植物である。植物は人と畜類の主要な食料である。だが、
戦争で特殊な作用を発揮するのは、機械とモーターであるから、機械とモーターを製造す
る原料、たとえば鉄、銅、錫、鉛、亜鉛、アンチモン、タングステン、アルミニウムなど、
それから鋼鉄を鍛えるための石炭と、モーターに必要な石油とガソリン、すべてが地下に
産する。もっとも貴重な金と白金も地下の産物（地下資源）である。ここから、良好な領
土は、地下に蔵している－鎮座している、とすべきである。 
＊世界上で理想的な土地は存在しない。 
 アメリカとソ連は軍需工業の原料がもっとも豊富に所有する国家であるが、アメリカに
は植物ゴム（天然ゴム）が全然産出しないし、ニッケル、クロム、錫、アンチモン、硝酸、
アルミニウム、水銀とタングステンはすべて不足している。ソ連には植物ゴム、ニッケル、
タングステン、錫、アンチモンをまったく産出しないし、重要な銅、鉛、アルミニウム、
亜鉛も必要分量との差が大きい。三つの「無」の国家であるドイツ、日本、イタリアはさ
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らに窮乏はなはだしく哀れですらある。ドイツにない物資は、棉花、植物ゴム、マンガン、
ニッケル、、タングステン、アンチモン、錫、水銀、雲母など十種類以上であり、鉄、油、
銅、アルミニウム、燐は 70％以上が外国からの輸入に頼っている。日本は植物ゴム、ニッ
ケル、水銀がないし、アンチモン、鉄、マンガン、硝酸は不足している。石油、棉花、ア
ルミニウム、亜鉛、デンプン、錫、マンガン（重複している－訳者注）は、必要分量との
差に開きがある。イタリアはすべての石炭、油、銅、棉花、植物ゴム、ニッケル、タング
ステン、燐、錫、雲母は、完全に国外から購入する必要があるし、鉛、アンチモン、マン
ガン、デンプンと羊毛も自給自足は不可能である。ここから言えるのは、世界上、理想的
に合致した土地はないと言える。たとえ一国家が門を閉ざしはじめたとしても、現代の戦
争に対処するすべはないのである。本国の欠陥を補足するためには、必死に資源と植民地
を奪取するよりしかたがないのである。穀物と原料の自給自足は、列強が戦争を準備する
する重要な要素である。戦争に備えれば備えるほど、ますます物資が欠乏していると感じ
る。物資が欠乏すればするほど、ますます戦争を準備する。窮乏は戦争を作り出すし、戦
争もまた窮乏を作り出す。人類はこの迷宮に飛び込んでしまい、鮮血で自己の悲惨な歴史
を書き続けているのである。 
＊資源の欠乏は戦争を生む重要な要素である。 
＊資源は機械による動力で開発する必要があり、機械動力は資源の増加を必要とする。 
 地上の物産、地下の蓄積である地下資源は、人類生活と戦争の原料であるので、大量に
採取して加工、製造して、ようやく間に合うのである。採取と製造は、第一に動力なしに
はすまないし、第二に機械なしにはすまない。以前の農業工業はみなとても簡単な器械を
利用していたので、必要な動力もきわめてわずかだった。現在は大量生産、大量製造しな
ければならないから、各種の原動力の発生は、一つとして機器を必要としないものはない。
水力、蒸気力、油力、電力、石炭火力など、機器なくしては、大きな力を発生させること
は根本的に不可能である。農業織布、採鉱冶金、機械工程（訳者注：大規模で複雑な設備
で製品を製造すること）、電気工程、化学工程、土木工程、造船工程は、完全にオート化、
電化している。機器と各種の必需品を製造するには、大量の原材料を必要とする。だから、
各種の植物性、鉱物性の大量の原材料を採掘するのである。また、そのために巨大な機械
動力が必要になるのである。機械による動力が原材料の生産を増加し、原材料が各種の物
質の生産と機械の再生産を増加したのである。機械による拡大再生産はまた、機械の動力
をさらに増大したのである。土地による資源の蓄積と機械による動力とが、親子関係のよ
うになり、互いに慈しみあい、まさに「火力が風勢を助け、風力が火勢を助ける」ように
なり、今日の科学の世界、機械の世界を造り出したのである。 
＊複雑な国防は、各種の工業を基礎に建設する。 
 欧州各国は、19 世紀に産業革命が発生し、人力を利用した小規模な工業から、機械によ
る動力を利用した機器工業に一変した。組織は日増しに複雑になり、規模は日増しに拡大
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した。国防も工業の進歩に追従して、完全に人力を主とする簡単な国防から、物力を主と
する複雑な国防に変わった。簡単な国防は、「食足りて兵足る（糧食が足りれば兵力も足
りる）」ようにしさえすれば、すんだ。複雑な国防は、永遠に非の打ちどころがなく建設
できない。その基礎は、各種の工業の上に建設する。ビスマルクは、「国防の基幹は工業
が繁栄した肥沃な土中に深く植えられている」と言ったことがあるが、実に物の内面に透
徹して明らかにした適切な談である。工業的な基礎がない国防は、空中に浮かぶ楼閣であ
り、そよ風で吹き散らされてしまう。ゆえに、平時に国防を建設するだけでなく、工業を
建設することから着手しなければならない。すなわち、戦争中に国防を建設しようとして
も、工業の発展を手に入れるのは不可能なのである。 
＊中華民族を復興するには、ます独立自主の国防工業を樹立し発展させなければならな
い。 
 中国は地大物博で、蓄積している富は、米ソ両国に劣らない。1932 年、北平地質調査所
の統計によれば、中国の石炭の埋蔵量は 248,287 兆トンで、鉄の埋蔵量は 1933 年の調査で
は、36,800 万トンである。石油の埋蔵量も大変豊富ではあるが、惜しいことに大部分はま
だ掘削されておらず、地下に埋蔵されており、少しも役立っていない。われわれの工場は、
実に可哀想なほど悲惨であるのだが、機器は外国製を購入しなければならないだけでなく、
原材料も外国製を購入しなければならない。自国の鉄鋼床を保有しているが、錬鉄はよく
ない。鉄鋼石を運び出して、鋼鉄を輸入するしかない。輸出品は皮革、生糸、鶏とアヒル
の卵であり、輸入品はナイロン、サージ（毛織物の一種）、革靴、トランク、ビスケット、
缶詰である。外国の工業は進歩の速度が早く、われわれの工業は帝国主義の圧迫を受けて、
反対に日に日に衰退している。領土は列強の植民地に落ちぶれてしまい、商店は輸入品陳
列所になってしまい、衣食住のすべても外国に頼っているのだから、戦争は言うまでもな
い。もしもわれわれが外国から飛行機、大砲とすべての軍用品を購入できなければ、戦争
できない。独立して戦争ができない国家は、敵に消滅されてしまうだろう。国防工業は国
家民族の命脈であり、侮りを防いで生存を図り、まずは工業を建設しなければならない。
ソ連の復興は、わが国の辛亥革命後、ソ連人民が刻苦奮闘して努力して、質素な衣服と食
事で、自給自足した。中国人民は豪華さを競い、争って外国製品を購入したから、そうす
ればするほど、ますます困窮した。ソ連はとっくに国防工業を建設して、世界の大局を左
右するに足る強国に変化した。われわれは風雨で揺れ動くような不安定な国情で、各所で
友邦の救援を必要としている。われわれがもしも覚悟を決めて、最大の決心を下して、自
己の力量と自己の技術で、自国の地下の無尽蔵な宝の資源を採掘し、各種の工業を発展さ
せて機械による動力を強化増強して、機械による動力で国防工業の発展を推進し、経済上、
生活上、戦争上、独立自主を成し遂げないのであれば、中華民族には永久に復興の日はな
いだろう。 
＊工場に戦争の勝利を求める。 
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 1917 年、大河内正敏（114）は日本工業倶楽部（115）における講演で、「工業に頼る戦争は、
結果的に工業の力量の支配を受ける」と述べた。第一次世界大戦時のイギリスの軍需大臣
ロイド・ジョージ（116）は、あるときマンチェスターで演説して、「最近、ドイツ軍はプロ
ミジェロ要塞（117）を占領し、ソビエト連合軍は大失敗した。失敗の原因は、敵軍（ドイツ
軍）の大砲の火力と弾薬、武装が完全に優越していたからである。ドイツ軍は戦争の勝利
をドイツの工場の組織に依頼したのだから、われわれもわが国の工場に戦争の勝利を求め
なければならない」と言った。また、トガス先生（118）は、「たとえ、もっとも冷静沈着な
歩兵隊であっても、もっとも確実無比の砲兵隊であっても、やはり、戦争の勝利を保障で
きない。最後の一粒の小麦は、一グラムの銅、戦争と直接関係がない某種の消費物も、同
様に戦争の勝利を決することができる」と述べた。 
＊中国に欠けているのは、機械動力である。 
 中国には物資はあるが、機械（による）動力が欠乏している。われわれは急いで、機械
（による）動力とこのまだ手つかずの分野とを結合させ、それらを強大な国防工場に育成
しなければならない。中国の鉄鉱石がモーターに変化するとき、中国の石油が大空と地上、
海洋で（兵器になって戦場で）雄叫びをあげるときこそ、中国が勝利しはじめるときであ
る。中国人が日用必需品の商標と中国の陸海空軍のすべての武器に記された「ラテン文字
（ローマ字）」を、すべて中国の文字（漢字）に変化させるときこそ、中華民族が台頭し
はじめるときなのである。 
 
三、混合要素 
（一）経済  
＊物質の価値と貨幣の由来 
 人類は、自分の労働力を、自然に生成された天然物に使ったり、天然物の位置を変更し
たり、その形式を変更したり、それを本質的に変更したり、一時的に保存したりする。こ
の種の天然物が変化を生じると、天然物そのものがある種の力を代表するようになる。人
類が天然物を変質させるとき、使用する力が多ければ多いほど、変質してからの天然物の
力も、ますます大きくなる。たとえば、甲の土地の物を乙の土地に運ぶことは、位置の変
更である。木の枝を折って柴にすることは、形の変化である。水を沸かしてお湯にするこ
とは、性質の変更である。夏の果実を冬まで保存したり、今年の物を来年まで保存するの
は、労働力を時間に加えることである。保存され、変更されたこれら多くの物は、すべて
生活必需品である。人類は相互の物の有無に応じて、物対物の交易（物々交換）を発生さ
せたので、物の本質は交換に便利になるために交換価値を生んだ。物の価値は、物自身へ
の労働力が標準として加わるが、しかし、物の本質とその供給量と必需品であるか否かの
差異により、交換時間と価格は、おうおうにして労働力の多寡とは一致することはない。
のちに、人は物対物の交易を不便だと感じるようになり、数種類の物で交換の媒介物にす
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ると約束して定めたのである。すなわち、貨幣である。貨幣が物の価値であることも、労
働力の代表であり、この種の物は現在まで移り変わって、あらゆる金銭を支配するように
なった。 
＊経済の作用 
 金銭が代表する力は、通常「経済力」と呼ばれる。経済力とは、人力と物力の結晶であ
る。金銭は人力と直接交換することができ、物力と間接交換できる。人力、物力、二つの
力が混合したものとも交換できる。混合していないときには、人は人力、物は物力で、経
済の作用は発生しない。たとえば、地下にはたくさんの金銀があるが、開発しようとする
人がいない。地上にはたくさんの有用なものがあるが、利用できないか、利用する人がい
なければ、零に等しい。しかし、人がいても物がなければ、たとえ天ほど大きな重大事が
あったとしても、素手では、手腕を発揮できない。人は物を離れて生活できないが、物も
人を離れて自らを用いることができないことがわかる。帝国主義者は対外侵略しようとす
るのは、物力が欠乏しているからなのである。 
 金銭は人力、物力の代表である以上、金銭を利用して必要とする人力と物力とを購入す
ることができる。人力車に乗る例で説明すると、人力車に乗る人は、金銭を人力に変え、
人力車夫は人力を金銭に変えるわけである。購入を例にすると、使用する金銭は一種類で
あっても、多くの異なる種類の物品を購入することができる。ひるがえって言うと、多く
の異なる貨物も、同様の価値の金銭に変換できる。だから、経済市場は、人力、物力を兌
換する交易所で、金銭は交易所の管理者（仲買人－原注）にすぎない。 
 過去、多くの軍事学を研究する人は、常時、三 M 政策を提起している。三 M とは、Man
（人－原注）、Money（金銭－原注）、Munition（兵器－原注）のことである。ある人に
よれば、いわゆる三 M とは、三つの「金銭」という文字にすぎないのである。金銭にはど
うしてこのように大きな威力があるのだろうか。そのわけは、金銭は必要な物と交換でき
るからである。 
＊戦争！消耗！ 
 戦争の意義は、「消耗」である。戦争は年老いた雄鶏に似ていて、泣くことができるだ
けで、卵は産めない。現代の戦争は、勝利する必要がある。消耗し、大量に消耗し、無制
限に消耗しなければならない。前回の世界大戦で、参戦国が消耗した戦費は、『戦争の代
償』の著者であるボーグレット（Borguert）（119）の統計によれば、計 2,838 億ドルである。
協商国側は 1,453 億ドルを、同盟国側は 630 億ドルを消耗した。ここで、われわれは世界
史上著名な戦争で消耗した戦費を比較してみよう。そうすると、戦争の神様のおなかは、
日一日一日と大きくなっていることがわかる。 
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戦役名称 期間 消耗した戦費（百万ドル） 
  ナポレオン戦争  一七九〇－一八一五    三、〇七〇 
  クリミア戦争  一八五四－一八五五    一、七〇〇 
  南北戦争  一八六一－一八六五    七、〇〇〇 
  普仏戦争  一八七〇－一八七一    三、二〇一 
  南アフリカ戦争  一八九九－一九〇二    一、二五〇 
  日露戦争  一九〇四－一九〇五    二、一〇〇 
  第一次世界大戦   一九一四－一九一八   二〇八、三〇八 
                                                        
 この表は、われわれに教えてくれる。第一次世界大戦の戦費は、日露戦争の百倍、南ア
フリカ戦争の二百倍になっている。南北戦争は毎日 500 余萬ドル、普仏戦争は毎日 1,500
余万ドル、日露戦争では毎日 380 余万ドルの戦費を消費したにすぎない。だが、第一次世
界大戦の戦費は、毎日 1 億 3,000 万ドルの消費である。第二次世界大戦の規模はもっと巨
大である。戦艦、戦車、軍用機、大砲も、巨大に、最新式に、数多くなったから、消耗の
量も多くなった。現在はまだ知ることができないけれども、前回の世界大戦に比べて、増
加することはあっても、減少することはない。 
＊金融は万能ではない。 
 金銭は本当に万能なのだろうか。そうとは限らない。戦争が消費するのは物質であり、
金銭ではない。金銭は物質と交換でき、どんな物品も金で買える。だから、金銭は万能だ
と言われるのだ。金銭が実在する人力、物力の代わりになれないときには、金銭は一顧の
値打ちもない廃棄物になってしまうだろう。ある土地が洪水になり、多数の村落が水没し
てしまった。一人の貧乏人が逃げる場所もなくて、カボチャを持って大きな木に登った。
それから、一人の金持ちも、腰巻きに 200 万元を入れて、この木に登ってきた。一日がす
ぎた。洪水はまずますひどくなり、その貧乏人は腹が減ったので、生のカボチャを食べて
飢えをしのいだ。金持ちは食べ物がなくて、貧乏人にむかって、腰巻きにある金の半分や
るから、カボチャ半分と交換してほしいと頼んだ。貧乏人は水の勢いが強くて大きいのを
目の当たりにして、何日したら危険から脱することができるのかわからなかったので、金
持ちの願いを断った。このケースの場合、銀は貴重なものだが、それ自身では飢えを満た
せないので、銀は廃棄物になってしまったのである。 
＊金融は万能ではない。 
 金銭は本当に万能なのだろうか。そうとは限らない。戦争が消費するのは物質であり、
金銭ではない。金銭は物質と交換でき、どんな物品も金で買える。だから、金銭は万能だ
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と言われるのだ。金銭が実在する人力、物力の代わりになれないときには、金銭は一顧の
値打ちもない廃棄物になってしまうだろう。ある土地が洪水になり、多数の村落が水没し
てしまった。一人の貧乏人が逃げる場所もなくて、カボチャを持って大きな木に登った。
それから、一人の金持ちも、腰巻きに 200 万元を入れて、この木に登ってきた。一日がす
ぎた。洪水はまずますひどくなり、その貧乏人は腹が減ったので、生のカボチャを食べて
飢えをしのいだ。金持ちは食べ物がなくて、貧乏人にむかって、腰巻きにある金の半分や
るから、カボチャ半分と交換してほしいと頼んだ。貧乏人は水の勢いが強くて大きいのを
目の当たりにして、何日したら危険から脱することができるのかわからなかったので、金
持ちの願いを断った。このケースの場合、銀は貴重なものだが、それ自身では飢えを満た
せないので、銀は廃棄物になってしまったのである。 
 前方の将兵は、流血して抗戦し、辛苦をなめ尽くしている。もしも後方の民衆が多額の
金銭を募金して、代表を前方に派遣して将兵を慰労したとしても、前方の要求を満足でき
ないだろうし、将兵は歓迎の意を表さないだろう。というのは、前方では金銭があっても
ものは買えないので、銃弾となって打つことも、衣服として着ることもできないので、か
さばってしまいやっかいである。金銭はかれらの生活にとってなんの利点もないからであ
る。かれらがもっとも必要としているのは、銃器と銃弾、缶詰と食品、衣服と靴下、それ
から大量の新鋭部隊による援軍作戦である。こうした状況下では、金銭はもはやその効用
を失ってしまっているのである。 
 ここから、国家は国防を充実させて戦争に従事するときには、普通の金銭を重視せず、
人力、物力を代表できる通貨、あるいは直接の人力、物力を重視する、とわかる。 
＊国防を建設するには、まず人力、物力を充実して、生産を増加しなければならない。 
 ロシア革命以後、列強は最初に武力干渉を実行した。それから経済封鎖を実行して、ソ
連に経済恐慌を発生させ、マルクの価格を大幅に下落させ、第一次世界大戦終結後のドイ
ツマルクと同じようにしようとした。だが、ソ連政府当局は、貨幣価格の下落を意に介さ
ず、新経済政策（120）の実施を宣言し、農業生産を増加するとともに、対外的には暫定的に
世界革命政策（121）を放棄して、国際的な同情と援助を獲得しようとした。レーニンは言っ
ている。「ソ連は社会主義社会を建設しようとするために、いかなるものであっても、そ
のすべてを必要としている」と。スターリンは 1927 年第 15 回共産党大会の席上、「今日、
われわれが採用する政策は、国際貿易を発展し、ソ連の経済力量を増加することを目標と
しなければならない。われわれは資本主義国家に依存することなく生存する策を常時講じ
なければならないし、ソ連に高度に発達した工業の基礎を建設しなければならない」と報
告した。ソ連は生産を増加し、工業の目標を建設することに、没頭して励み、五カ年計画
を完成し、次の五カ年計画も完成した。そのようにして、物質の生産が増加するのをまて
ば、貨幣の価格は自然に高くなる。現在では、ルーブルの価格は、すでに高くなっており、
1 米ドルでたった 6 ルーブル兌換できるだけだ。外国人が米ドルを携えてソ連に行くと、
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一度タクシーに乗ろうとも、いくつかの牛肉パンを買おうとも、一晩ホテルに宿泊するに
しても、数米ドル使う必要がある。一日の生活費には、数十米ドル必要になるので、ソ連
在住の外国人には、頭痛の種である。経済力の代表は、平時は金銭であり、戦時は人力、
物力である。われわれが国防を建設しようとすれば、当然経済力を充実する必要がある。
しかしわれわれが充実する必要があるのは、人力と物力の経済であり、あくせくしてゆと
りのない金銭貨幣の経済政策は必要ない。というのは、金銭貨幣は通貨であって、実貨で
はないからである。実貨が増加すれば、通貨の価格は自然に高くなる。実貨が消耗しつく
されると、通貨はふたたび何の役にも立たなくなる。通貨の価値と物資の関係は、影の形
に添うように非常に密接な関係である。物資の形は存在しないから、通貨の価値（物資の
影－原注）は自然に消滅する。戦争の時代の国民は、実物を買いだめする現象があり、交
戦国の国際貿易は、現金での購入から、「物々交換」に一変する。前者は通貨の膨張を防
止し、貨幣の価格が下落する。後者は物資が過度に欠乏するのを恐れる。まさに、ない袖
は振れぬ、なのである。戦争は哲学大師であり、神秘の外套にたくさんの真理をまとって
いるが、戦争の前ではもとの形を露出する。もしも戦争がなければ、人類は金銭の悪魔の
迷宮に落ちてしまい、永遠に頭角を現すことができないだろう。 
 ここまで述べてくると、現実的な問題が一つあるのだが、ここでそれを提起して研究し
てもさしつかえないだろう。既知のように、現代の戦争は武力による戦闘であるばかりで
なく、国家全体の人力、物力を使用する国力戦である。これら人力、物力には、同じよう
にお金を使う必要がないわけではない。中国は日寇の侵略に抵抗して、国家の財政予算か
ら、毎年巨額の軍事費を支出している。日本は中国を侵略して、当然ながらお金を使う必
要がある。つまり、日中戦争は財政戦の一種であり、財力が豊富なほうが、勝利を獲得す
るのである。 
＊政治的性質と経済的性質の財政戦 
 だが、われわれの財政戦は、政治的性質の財政戦であり、軍事費の出所は、すべて外国
の借款、公債の発行、増税と通貨の膨張に頼っている。それはあたかも源泉が存在しない
水のようであり、容易に枯渇してしまう。日本の財政戦は、経済的性質の財政戦であり、
日本の工業は発達しており、軍事占領地区で大量の原材料を収奪して国内に輸送して製品
を製造して、直接軍事的需要に供給したり、外国に輸出して外貨に換えたり、またその一
部分を軍需品や軍需原料に交換したりすることができる。こうすることによって、国民の
負担を軽減して、国家の損失の一部分を補填することができる。これ以外に、日本も公債
を発行して、通貨膨張を実行することができるし、占領地区で準備金のない軍票を濫発し
て、占領地区の中国人民を搾取することができる。ゆえに、日本は一回の資金調達は数億
元にもなり、湯水のように金を使える。このように述べれば、われわれの経済は数量の上
で敵国におよばず、これでは敵国と戦争できないではないか。 
＊中国は敵の経済封鎖を恐れない。 
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 われわれは知るべきである。われわれは農業国家であり、経済的性質は農業経済であっ
て、日本の経済は工業経済であることを。工業国がもっとも恐れるのは経済封鎖であり、
国外の原材料の出所が断絶することである。そして国内の商品も市場を失い、工場が倒産
して、すぐに大恐慌が発生することである。われわれ農業国の経済は工業国に比べて安定
していて変動がない。平時に、われわれの産業が立ち遅れており、国際資本主義の圧迫を
受けていて、国産品は外国製品に打ち負かされている。手工業と小規模機械工業も外国の
大規模なトラスト（122）に併呑されてしまい、自己の工業経済は終始安定的な基礎を打ち立
てられないでいる。現在の敵はわれわれの国際路線を切断し、経済封鎖でわれわれをせっ
ぱつまらせようとしている。われわれはこの機会を利用して起死回生を図るべきである。
外国製品が届かなければ、国産品は好運に巡りあい、外国のトラストは国外に閉め出され
て、われわれの手工業と機械工業も自由に綺麗な空気を吸うことができる。中国はあたか
も枯れ木のようにやせほそったアヘン中毒者のようであり、敵の経済政策は、天界の仙人
が何もかも一手にひきうけるよりもさらによい禁煙の良薬である。われわれは二度とこの
千載一遇の好機をほうっておくことはできない。一方では大後方に各種各様の工場を建設
し、工場は多ければ多いほどよく、工業の基礎を樹立しはじめることができる。もう一方
では、農村経済を改良し原料を増産して、敵に対して経済反封鎖を実行して、敵に原料を
収奪させないように、製品を購入できないようにし、敵の工業経済の運命のかぎをにぎる
のである。わたしは覚えている。ドイツが協商国に撤兵を求めたとき、ヒンデンブルグ大
統領は国民に工業の振興に力を尽くし、賠償金を調達するように訓告したときに、沈痛な
面持ちで、「全国の工業が一致努力し、一致忍耐して、苦い薬を最後の一滴まで飲み干し
てしまおう」と言ったのである。われわれは「東亜病夫」を肩幅が広く腰が太くて体格が
がっしりしている元気はつらつとしている状態に変えようと思えば、全国同胞に「最後の
一滴の苦い薬」を、苦痛を堪え忍んで飲み干してもらってしまいたいのである。 
 
（二）技術 
＊技術は人と物とを結合する媒介である。 
 ことわざでは俗に、「大道芸はすべて同じであるが、その巧妙さはそれぞれ違っている」
と言う。大道芸は物であり、大道芸人は人である。巧妙であるかないかは、「人」が「大
道芸」をやる「技術」にある。 
 技術は人力と物力との結合に不可欠な一種の媒介剤である。たとえば、食事であるが、
もし、お碗と箸を持てなければ、山海の珍味があったとしても、口に運んで食べることが
できないだろう。つまり、お碗と箸の使用は、食事をする技術なのである。ここから類推
すると、人が物を利用したいと思うとき、技術を媒介としないことはないのである。中国
人は西洋人に比べてお碗と箸を使うのが上手いのは、中国人の食事の技術が西洋人よりも
高いからである。反対に、西洋人は飛行機（軍用機）と大砲を使って上手に戦争をするの
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は、西洋人の戦争の技術は中国人より高いのである。お碗と箸を使う技術はとても簡単で
あるが、銃砲を使う技術はとても複雑である。だから、中国人は飲食の能力が高いのだが、
西洋人が戦争する能力の高さにはおよばないので、中国人は西洋人の敵ではないのである。 
 人類が物質を変化させてその物質を使用する過程は、技術を演出する過程である。厳密
に言えば、話す、歩く、挙手、一挙手一投足はみな技術である。鳥が空を飛び、魚が水中
を泳ぎ、獣が野を駆け、虫がはうのも、技術である。技術は生き残るための唯一の手段で
ある。消極的に環境に適応するにも、技術から離れられない。積極的に環境を改造するに
は、もっと技術から離れられない。技術があれば、あらゆる物品が製造可能であり、あら
ゆる物品を運用することができる。技術がなければ、あらゆる物品を製造することができ
ないばかりでなく、現にある物品も使用することができない。利用することができる「能
力」が、技術である。「本能」は、生まれつきの技術であり、学習後に習得するのが、後
天習得の技術である。 
＊社会技術の水準は、社会生活の水準を決定する。 
 技術は社会進化の動力である。社会はますます進化し、技術はますます複雑になった。
ある工具を製造し、工具を使用するには、技術が必要である。工具はますます精巧になり、
技術はますます高くなった。技術がますます高くなると、工具が発生する機能はますます
大きくなる。人類の社会生活の水準は、人類の社会技術の水準によって決定される。人類
は機器を製造し、機器を使用する技術を得たことにより、歴史を機器の時代に推し進める
ことができた。現代の国家には、現代の技術がなければならないし、技術が遅れたら、す
べてが遅れてしまう。物資のない国家は、物資がすべてを決定する。物資があっても、生
産技術、使用技術のない国家は、技術がすべてを決定する。昔の人は、「家に千万の財産
があっても、ちょっとした技術を見つけていた方がよい」と言った。昔の人は物質より、
技術を重要視していたことがわかる。というのは、技術は万有は無から生じることができ、
技術がなければ、物資はあってもないに等しいからである。 
＊技術は工業に加えられて国防と同じになる。 
 国防は国民技術の結晶であり、一国の工業の結晶でもある。国民技術の表現が工業面に
あるというのは不完全な言い方だが、実際のところ、工業がすべての技術の根源である。
近代的な技術がないと、近代的工業を建設するすべがないし、近代的な工業がなければ、
近代的な軍用品を製造できない。近代的な軍事用品がなければ、近代国防を建設できない。
簡単に言うと、現代の技術に、現代の工業に加えると、現代の国防になるのである。 
＊適材適所でないのは、中国政治が腐敗し、産業が立ち遅れる病根である。 
 わたしは常々ある人が、「われわれ中国人は、本当にだめだ。何をするにしても、外国
人を招聘する。留学して外国の学校を卒業して帰国した学生、特に工業関係の学生は、大
部分がどんな専門であっても、十分に勉強してきていない。だから、帰国してから、使い
ものにならず、大多数は暇をもてあましているか、教育界か、行政部門に身を転じている
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が、用いるべき利点がないという状況だ。これでは、自分の能力は表現できないし、国家
の大事をなすにもむちゃくちゃだ。ある者は依然として外国にとどまり、自活しようとし
ている」と言うのを聞いたことがある。このように表面的な事実だけで、学生を責める批
評は、国防技術の先決条件が根本的に成し遂げられないと言えるのではないだろうか。わ
たしはこの事実と学生が学ぶか、学ばないかとは無関係であるし、中国の民族性と同一か
どうかも関係ないと思う。それよりも、現実を顧みず、工業を重視せず、工業を奨励しな
いことはあやまちであると思う。国を挙げて工業をおろそかにし、根本的に機械工業の工
場が不足すると、留学から帰国した学生に、学んできた技術を用いる機会をあたえること
ができないし、実地訓練の機会もあたえることがきできないのである。一般的に工学を学
んだ学生が本国に帰国し、働く工場が見つからず、ふさわしい仕事が見つからない。しか
たなく、足を削ってはきものにあわせるように無理をして、公立学校でのらりくらりと日
々を過ごすのである。根本的にこれではだめである。かれらが学んだ薄っぺらい基礎の上
に、養成、鍛錬を続けて、ようやく、国家の必要にかなう技術者を養成できるのである。
これは単に人的なせいだけなのか。われわれは中国の「臧」と「穀」とを試し、アメリカ
の重工業である「北志廉黒」製鉄所のすえつけを支持し、アメリカ陸海空軍が直接支配す
る「北志廉黒」製鉄所をすえつけ、数年しないうちに、きっと「秀華布」の一部分の仕事
を補助できるだろうし、豚を放し飼いにしたり、羊を放牧したりするような新劇を演じて
みたいなんて思わなくなるだろう。まして、優秀な若い学生についてはなおさらである
（（123））。 
 物質文明は、もともと人類の技能に依存している。同時に、人類の技能も、すでに成功
した若干の物質に依存して、絶えず増進し続けられる。もしもこの原則を信じないならば、
欧州各国が時代を画した産業革命以前を見ればわかる。常時停滞していて、陳腐で混乱し
ていた中世、つまり中国と同様、相互に数千年もの間斬り殺し合う時代である。ねじくぎ、
蒸気機関…、これらがしだいに出現してから、100 年の進歩は、それ以前の数千年の進歩
に勝るではないか。ある時代の人がよくて、ある時代の人がよくないと言えるだろうか。
このような世界公認の史実を根拠にすると、ただあれら各種の技術を学習した留学生をと
がめることができないのみならず、一般的な中国人も軽々しく全部を否定することはでき
ない相談である。孫総理は、「中国は、中国人は人に及ばないのではなく、中国の機器が
人に及ばないのである」と言ったことがある。技術は学ぶとすぐに習得できるし、鍛錬す
ればするほど精巧になる。機器は製造すればすぐにできあがり、製造すればするほど精巧
になる。西洋人は天分に恵まれているわけではないし、中国人の天性を超越しているわけ
ではない。わたしのこのような言い方は、世界を軽視しているような中国人のお先棒を担
いでいるわけではないし、外国の技術者を歓迎しないわけでもない。恐れるのは、われわ
れに自信がないことであり、技術者を訓練することを知らないことである。常に外国人技
術者を招聘していると、中国人の技術は一生涯、進歩できないだろう。鉱山を採掘するた
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めに外国人を招聘し、工場を操業するために外国人を招聘し、機器を製造するために外国
人を招聘する。ひどいときには飛行機を操縦するにも、高射砲を発射するにも、すべて外
国人を頼りにしようとする。現代の国防を建設しようと思っても、これでは夢に等しいで
はないか。 
＊技術がすべてを決定する。 
 独立した技術があって、独立した工業がある。独立した工業があって、独立した国防が
ある。国防が独立自主して、国家は戦うことができるし、戦って勝つことができ、勝つこ
とができて、独立して生存することができる。一事が独立できなければ、万事人頼みにな
らなければならない。だから、国防建設を語ろうとすれば、まず技術の人材を養成するこ
とから着手しなければならないのである。 
 「国防の基幹は、工業の繁栄という沃土のなかに深々と植わっている。工業の基礎もま
た、科学者のほとんど神秘的な頭脳のなかに放置されている」。これは、ドイツの鉄血宰
相ビスマルクの名言である。レーニンはソ連教育会にかつて自ら、以下のような命令を下
した。「科学の用途は、大にして広範である。だが、われわれは帝国主義に四方を見渡さ
れるなかで、建設をはかるには、民衆の生活に適し、比較的安全な部門と緊密に研究する
ことを選択する一方、それを物質建設の方面で表現させるのである。実用に適さない各部
門においては、かまわずに延期する」と。これこそ技術人材を造出する近道の一つである。 
 はじめてモスクワに行ったとき、わたしが印象深かったのは、ソ連の工場と学校とが、
とりわけ工業専門学校との距離がたいへん近かったことである。その意図は、学生と労働
者とが、随時、意思疎通できることである。言い換えれば、「理解と実験、相互交流」で
あり、実践とはいわゆる「工場は学校であり、学校はまた工場である」という方法である
（これつにいては、姜紹鶴君訳の『ソ連の文化革命』に詳しく述べられている－原注）。 
 1904－05 年の日露戦争で、日本は巨大な労苦を使って、ようやく旅順要塞を攻め落とし
た。日本は攻城の教えを受けて、すべての兵器工業技術者を動員して機密里に 22 口径の攻
城砲を四門、28 口径の攻城砲を二門製造した。第一回目の発砲試験で、砲弾は砲身が爆発
してしまい、参観に来ていた文武の官僚が 7、80 人死傷した。二回目は新しく鋳造した大
砲を坑道に設置し、砲手は長縄で遠くから取っ手を引いた。負傷者はなかったが、やはり
砲弾は発射されず、大砲は爆発して粉々になった。軍部は非常に落胆して、残りの大砲四
門を倉庫にしまってしまうよりほかはなかった。第一次世界大戦中、ロシア人が日本に兵
器を購入しに来て、例の四門の大砲を最低価格（40 万円と言われる－原注）で買って行っ
た。ただし、日本製の砲弾は購入しなかった。日本政府は、技術専門家チームをロシアに
派遣し、ロシアの砲弾製造工場を見学させるように要求したが、ロシアは応じなかった。
日本の技術者チームは、ロシア軍事当局の同意を得て、西部戦線で観戦した。はからずも、
あの四門の日本では撃てば砲身が爆発した巨砲は、ロシア人の手で威力を発揮しており、
非常に順調だった。日本の代表団は、いくら考えてもそのわけがわからず、悶々としたま
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ま帰国した。ロシア人の兵器購入者がふたたび日本にやってきたので、日本政府は一人の
きわめて美女のスパイを派遣してそのロシア人を誘惑し、ことごとく手をつくして酔わせ
て、日本製の砲弾が砲身で爆発した道理を学びとったのだった。あの人物が日本に兵器購
入にきて、二回目に攻城砲を予約購入したとき、日本政府はすぐに大砲の価格を 10 倍以上
に引き上げて、注文書を受けつける気がなかった。 
 第一次世界大戦で、日本はドイツに宣戦布告し、青島を奪取する戦役のとき、神尾大将
（124）を派遣して陸海軍を統率させ、3,000 人のドイツ軍が守備する青島を水も漏らさぬよ
うに包囲したが、しばらく攻撃しても陥落できず、攻城砲も予想していた効果を発しなか
った。日本軍の参謀がいかにして青島を攻略するか研究していたときに、突然一人の犬を
売る商人が献策しにやってきた。その商人が言うには、「見たところ、青島要塞は奪取で
きないので、軍部は非常に焦っています。わたしによい考えがあります。必ずや成功しま
す」と。どのような方法なのかと、かれに尋ねた。かれは犬を使うのですと言った。参謀
たちはかんかんに怒って、「貴様、われわれ大日本皇軍は犬にも劣ると言うのか」と言い、
かれを痛罵して、追い出したという。 
 戦争は続いていた。参謀たちは「三十六計」、あらゆる策を試みた。日本の皇軍は戦友
の屍を乗り越えて戦っていたが、武士道精神は砲弾の餌食になってしまい、ずっとそのま
まで限界を一歩も越えられなかった。神尾大将は悶々として、私的に大通りをぶらぶらし
て気分転換して、頭を働かせようとしていたときに、居酒屋で例の犬売り商人と出くわし
た。犬売り商人は、大いに語り策を献じた。神尾大将はその策に聞き入ると、たいへん賞
賛して、策に沿って型どおりに処理するように要請して、すべてそのように実施すること
になった。この犬売り商人は、訓練した 200 匹以上の西洋犬に武装を施し、毎日、夜にな
るといくつかの小隊にわけて四方八方からドイツ軍の防御陣地に進攻させた。ドイツ軍は
敵軍の夜襲だと思い、犬部隊に必死に発砲して有刺鉄線の手前でせん滅しようとした。17
日間ずっと妨害し、最後の一回の夜襲は、日本の大軍がひそかに有刺鉄線を切断して要塞
に攻めこんだ。ドイツ守備軍はひとりひとりが酒に酔ったり疲れ切ったりしていて、人事
不省になっていたので、夢見ごごちのまま、全員が捕虜になったのである。日本人は戦史
上、皇軍の栄誉ある戦績を特筆大書しているが、ではそのすべてが「犬売り商人と犬」の
功績ではないのか。まさしくそのものである（125）。ああ、ああ。技術こそがすべてを決定
するのである。 
 日本人は愚かであることに間違いはないのだが、教訓を受けいれることを知っているの
で、外国人に学んで利口になった。われわれ中国人はこの上なく利口なので、もっぱら座
禅をして悟りを開き、議論をたたかわす。国防技術がたち遅れたことを言うにはおよばず、
へんぴな片田舎に住んでいる村人では、普通の常識もはるかに隔たっている。たとえば、
山西省の某地方には、機器が故障して緊急着陸した敵機が一機あったのだが、土地の民衆
は、敵のパイロットが戦闘機を修理が終わるまで見ているだけで、補足しようとはせず、
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大手を振ってさっさと飛び立ってしまった。あるとき、敵がある場所に煙幕を張ると、前
線に配属されたばかりの新入りの兵士は毒ガスと勘違いしてしまい、驚いて騒ぎ立てたと
いう。またあるとき、われわれが戦闘に勝利したときのことだ。敵は数十輌の装甲車を放
棄して退却した。追撃を担当した某軍は、車輌兵があまっていなかったので、すぐに自軍
の陣地後方に装甲車を移動できなかった。すると、まもなく、敵が反攻をして、すべての
装甲車を奪還した。わたしはこれらほんの些細なことを目にした読者諸氏が、国家民族の
ために心配しなければならないことに耐えられない。もしも、われわれが各種の技術を必
死に学び、国民の技術水準を高めることを知らなければ、これら大いなる恥辱は、永遠に
摩滅して消え去ることはないだろう。僥倖に戦勝できても、国家民族の前途はまだまだ依
然として暗澹としているのである。 
 
（三）組織 
 ソ連の国防建設を研究しているある軍事専門家が、スターリンが成功した理由は、かれ
に「鉄の意志」があり、かれが「組織的天才」だったからだと述べている。 
＊組織力 
＊劉邦は組織力で項羽を打ち負かした。 
 事実、古今中外の偉大な軍事専門家、政治家には、意気地がなくて無能で優柔不断な人
物は一人もいないし、組織の力量を運用する能力に長けていない者もいない。馬や槍を頼
りにしていた戦闘では、大きな功績を収めて大業を立てるのは簡単である。楚の覇王項羽
は、山を抜き世を圧するほどの気概をもった英雄で、戦って勝てないことはなく、攻めた
ら攻め落とせないこともなく、「鋼鉄の意志」を持っていると言えた。しかし最後には「三
不如」と自称していた劉邦に敗れた。劉邦はどのような才能を使って勝利したのだろうか。
劉邦は「組織の天才」だった。劉邦は張良を「本陣内部ではかりごとを巡らす」責任者と
し、韓信を「戦いに勝利し攻略する」責任者とし、簫何を「兵糧輸送と俸給を転送する」
責任者とし、自身はただ指導、審査、監督、調整をおこなっただけだった。かれら三人の
間に溝ができて摩擦を生じさせないようにして、自分はじっとしたままで最後に勝利を収
めた。現在の視点から見れば、張良が指導したのは参謀組織で、さしずめ張良は参謀総長
ということになるし、韓信は軍事組織を指揮したのであり、韓信は大元帥であり、簫何が
指導したのは軍需組織であり、簫何は後方勤務部長である。劉邦はこれらの人材を探し求
め、組織を運用することができたので、巨大な陸梁をお力量を発生させ、持久戦を実行で
きたのである。項羽は乱暴でほしいままに行動し、大権を一手に握り、範増一人が参謀だ
ったが範増の意見を採用せず、作戦計画も自分で立案しようとし、突撃して陣地を陥れる
ことも自分でやろうとし、軍糧や軍装も自分でやろうとした。こっちで弊害が出たり、あ
っちで手ぬかりが生じたり、さんざんな目にあい、速戦速決を求めたが不可能だった。漢
の兵は戦えば戦うほど多くなり、楚の兵は戦えば戦うほど少なくなった。まもなく大勢は
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すぎさり、結果として自害したのである。このことからわれわれは一つの原則を得る。一
個人の力量で一組織と闘争すれば、個人は失敗し、組織が勝利する。ゆるめ怠る組織と堅
強な組織が闘争すれば、結果は前者が失敗して後者が勝利する。 
＊諸葛亮の組織的天才 
 三国時代には、諸葛亮が寡で衆に勝利し、弱をもって強に敵対し、蜀魏呉が鼎立する天
か三分の局面をつくりだした。曹操、孫権の心を動揺させ生活に落ち着きをなくさせ、蜀
を虎のように見なしておびえた。魏の大軍略家司馬懿は、将兵が多く軍勢が盛んだけれど
も、一度戦って敗れると、応戦しなかった。あるとき蜀兵が撤退した後、司馬懿自らが敵
の宿営地を考察したところ、かまど、便所、天幕、馬小屋の跡を見ると、非常に整然とし
ており、一糸の乱れもなかった。ただただ敬服するのみだった。部下に「諸葛亮はまさし
く天下の奇才であることよ」と告げたという。諸葛亮の才能はどこにあるのだろうか。そ
れは組織である。組織があれば、1 を 10、10 を 100 にできる。神妙さを極めた八陣図も、
諸葛亮が組織を運用した一形式なのである。 
 われわれの民族英雄である岳武穆（岳飛）には、「運用の妙は、一心に存す」（126）とい
う名言がある。蒋百里先生はこの言葉に対して透徹した解釈をしている。 
＊岳武穆は用兵神妙であり、無形の精神組織である。 
 「これは岳武穆が経験から会得した兵学革命の名言である。と同時に、現代の実戦の方
法でもある。ただし、過去の軍事を理解しない人が解釈を誤ったのである。そのような人
々は文の一部分だけを切り取って「一心にあり」を誤解して主将一人の心にあるとしたの
である。心と言う文字を重く見て、「一」の文字を軽く見たのである。もともとこの「一」
という文字は動詞と解釈されるべきであり、心という文字の形容詞と解釈されるべきでは
ないのである。この点は、書物には明白に述べてある。武穆は散兵戦を好み、宗澤はこれ
を戒めたが、武穆は「陣営を整えてから戦うのは、兵法の常識である。運用の妙は、一心
にある」と答えたという。陣の文字は現代の軍事用語で解釈すれば、「隊形」であり、隊
形の働きとは、多数の兵士の動作を一致させることである。たとえば、人数を点検して、
もしも東の一隊、西の一隊で、いっとき人数がはっきりしていないならば、二列に編成す
れば、一目瞭然である。ゆえに、戦闘に横隊を用いなければならないのは、多数の兵士に
同時に武器を使用させなければならないからなのである。運動するには縦隊を用いなけれ
ばならないのは、多数の兵士に容易に方向転換をさせ、道路の行軍に適応させるためであ
る。だから、外国戦術の進展変化の歴史から解釈すると、陣営を整えてから戦う「陣」」
とは、ドイツのフリードリヒ大王式の横隊戦術のことである。「散兵戦」とは「人はそれ
ぞれが自ら戦法を持っている」ということであり、ナポレオンの散兵戦のことである。岳
武穆は中国の散兵戦を発明した人物なのである」と。 
＊組織が厳密で動作が迅速に一致する。 
 この一段落の話は組織とは無関係なようだが、実際は一字一句が組織の働きを説明して
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いないというわけではなく、むしろ組織の重要性を強調している。試みに少し考えてみる
と、組織がなければ、兵士の「心」はいかにして「一」にまとめられるのか。布にたとえ
て言えば、組織とはゆるんだ寒冷紗であり、一本の線の位置はみな移動できる。ゆえに、
ひっぱるとすぐに乱れてしまい、突き刺すとすぐに破れてしまう。つまり、個々の分子（兵
士）の行動は一致させるのは容易ではないし、一致させないと、強大な力量を発生できな
いのである。組織は隙間のない毛織物のサージであり、その場合、一本の糸、一段の糸の
位置はすべて固定されているが、手でどのように揉んでも、繊維の動きはすべて一致して
いる。だから、大きな力を生み出すことができ、何度着てもじょうぶで、長持ちするので
ある。組織された軍隊は、散開が早く、集合が早いし、行軍も戦闘もみな早い。軍隊の一
挙一動のすべては組織のなかに帰納され、組織上弊害がなければ、大将は兵を召集すると
き、組織単位に点呼すればじゅうぶんになった。数十万、数百万の大兵団を指揮して作戦
にあたる元帥は、見えるものを見て、聞こえるものを聞き、思うことを思い、指すものを
指し、組織できないものはない。ナポレオンとフリードリヒ大王は「組織の天才」の軍事
家なので、横隊戦術でも、散兵戦でも、勝利して攻め取ることができたのである。岳武穆
の軍隊は練兵が精密であり、組織が細密なので、たとえ兵士が一人で戦うことになっても、
兵士の「心」は終始、組織を離脱することはないのである。組織のある散兵戦は、一兵一
卒まで戦うことになっても、奮闘を継続できるが、組織のない散兵戦は烏合の衆であり、
一部分が敗退すると、全体は崩壊して軍にならずに、各自は逃亡してしまう。岳武穆が散
兵戦を好んだわけは、組織を必要としていなかったからではなくて、その組織はすでに完
成し、運用する組織はすでに「妙」の段階に達していたからなのである。 
 多くの人はみな曾国藩は平凡な人物であると言い、優れた天才であるとは思っていない。
意外にも曾国藩は、「能率」をとてもよく理解していた。曾が人材を選抜する際の条件は、
「生活態度がまじめで役人臭くなく、道理を理解し大言が少ない」だった。曾が物事を処
理する原則は、「大きな道理、小さな道理、道理にはじまり道理に終わる」だった。道理
とは、組織である。組織がなければ、そこに道理があるだろうか。曾はそれゆえに、一介
の書生でありながら、太平天国を消滅させるという偉大な事業を成し遂げることができた
のである。曾自身は全面的に組織の効用を理解することに傾注し、数人の組織を運用でき
る幹部を選抜した。左宗棠、李鴻章、彭玉麟、曾国荃らがその幹部である。「大組織、小
組織、組織にはじまり、組織に終わる」という戦闘方法、事を処理する方法で大業を成し
遂げたのである。ここから、自分が能力があってもずば抜けていなければ、能力がある人
材を組織して、自分がその組織を運用する人物となれば、たいしたものだと言える。わた
しがソ連でスターリンに会った日は一日中悠々自適にしていて、われわれが想像していた
ようにあくせくしていたわけではなかった。けれど、ソ連の各種の事業は機関車の車輪と
同じように飛ぶように早い発展していた。ヒトラーの大軍がモスクワから 25 ㎞の地点まで
進攻したが、スターリンはまだクレムリンにいて、パイプを吹かしながら焦らず慌てず統
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帥部の作戦計画を検討していた。スターリンはなぜこのように落ち着いていたのだろうか。
スターリンはドイツの戦闘機、大砲と 100 トンもの巨大な戦車でも、ソ連の人民の、政治
の、軍事の、国防の各組織を粉砕できないと信じていたからだろう。 
 平時でも、組織から離れられないし、戦争になったらもっと組織について講じざるをえ
ない。現在の戦争は全面的であるから、国防も全面的である。それは全国の人力物力を一
つの有機的戦闘体に編成しなければならない。そのようにしてこそ、戦争ができるのであ
る。フランスの人力はドイツより弱くないし、物力もドイツより弱くないし、技術力もド
イツに優越している。ではなぜ 100 万人を超える大軍が作戦を継続できなくなったのだろ
うか。ペタン元帥が降伏した原因は多かったが、フランスは組織的な欠陥がもっとも重要
な一つだった。 
＊国防組織はすべてをしのぐ。 
 国防組織はすべてをしのぐ。国内のその他の組織は国防組織に服従しなければならない
し、国防組織から離脱することはできない。たとえば情報組織、参謀組織の類はすべて国
防組織の一部であり、情報は国防の耳目であり、宣伝は国防の心と言葉であり、参謀組織
は国防の脳神経であるからである。 
 中国は「無組織」で世界的に有名である。孫総理は中国人はまるで皿の上にのった一握
の砂のようで、ばらばらで団結力がないと言った。われわれは団結しなければならない。
つまり、われわれは組織の面で努力しなければならない。しかしみなが組織という宝物を
学んだなら、そっちはそっちで組織し、こっちはこっちで組織し、甲は一つの組織、乙は
また一つの組織と、全国中組織化で騒がしくなる。国防の大組織には多数の人は興味をも
たないが、これは実はよい現象ではない。甲乙丙丁の卵がぼろの竹かごのなかにあり、す
べての卵を守ろうと思えば、竹かごを直すことが緊要だろう。救国の道はただ一本だけで
ある。すなわち、全国民が一斉に私利私欲の小組織を捨て去り、現代国防の大組織を共同
で完成させ、大組織には働きが生まれる。 
 
 
[附記] 
本翻訳の（一）は『立命館東洋史学』第三十九号（2016 年 7 月）、85－132 頁に、（二）
は『鈴鹿大学紀要』No.23 2016（2017 年 3 月）、157－192 頁に、すでに掲載されている。
翻訳にあたっての基本的な原則は、（一）（二）で言及してあるので、本稿では省略した。 
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注 
（1）ヨハネス・フリードリヒ・レオポルト・フォン・ゼークト（Johannes Friedrich Leopold 
von Seeckt、1866 年－1936 年）はドイツの陸軍軍人。通称はハンス・フォン・ゼークト（Hans 
von Seeckt）。陸軍大学卒業、第一次世界大戦では連合方面軍参謀長などをつとめた。敗戦
後はドイツ軍最後の参謀総長になる。1920－26 年の間、ドイツ陸軍司令官として新国防軍
組織の任にあたり、10 万人に制限された軍隊の全員に、将校として軍隊を指揮統率できる
教育を施した。フランとの戦争回避が不可能であると予想して、ソ連軍との積極的な協力
政策をとり、ソ連軍を教育する名目で航空機や戦車の搭乗員の訓練をソ連内でおこない、
最新兵器の取り扱いに習熟させた。  
（2）フランス式の七五ミリ大砲はフランスの野砲のこと。発射速度はやや低いが威力はそ
れなりにある。 対戦車戦も相手次第ではあるが一応可能である。 W キーを押している間
は徹甲弾、W キーを一度押して離した時は榴弾、S キーを押した時は榴散弾が発射される。
駐退復座機を世界で初めて搭載した革命的な砲。世界的なベストセラーにもなったもので、
ライセンスやクローンも含めると凄まじい種類･台数が運用され、大戦期の 75mm 砲の多く
がこの血脈である。作中では比較的癖が無く、使い易い部類に入る砲である。  
（3）フォード・モーター（1903 年創立）のこと。フォード・システムによる生産管理体
制で、生産管理を合理化し、各種作業の同時的な進行を可能にした。  
（4）太平洋にあるマリアナ諸島南端の島である。1565 年スペイン領，1898 年の米西戦争
からアメリカ合衆国領。1941 年から 1944 年までは日本軍が占領統治した。現在はアメリ
カの軍事基地があり、軍・政府関係者が多く駐留する。1960 年代からリゾート開発が進み、
日本人観光客が多い。  
（5）フィリピンの北部を占める、フィリピン諸島中最大の島であり、首都マニラがある。 
（6）ハインツ・ヴィルヘルム・グデーリアン（Heinz Wilhelm Guderian）（1888 年 6 月 17
日－1954 年 5 月 14 日）。ドイツ第三帝国の軍人で、電撃戦の発案者かつ部隊育成者であ
る。1935 年の再軍備宣言で、第二装甲師団長就任、1937 年に『戦車に注目せよ！』を出版
し、戦車を歩兵部隊の一部とみなす戦術から、戦車にトラック・オートバイ・装甲兵員輸
送車輸送車に機動力を組み合わせた歩兵部隊を編成し、これと空軍の爆撃機による火力支
援を組み合わせ、敵の攻撃目標に電撃的な攻撃をしかける戦術を発案した。  
（7）未詳。  
（8）タンネンベルクは第一次世界大戦初期の 1914 年にドイツとロシアの会戦が行われ、
ドイツ軍がロシア軍を完全に包囲して殲滅した、10 万人以上のロシア軍を捕虜にした街。
ポーランドの首都ワルシャワから北へ約 150ｋｍの所にある。  
（9）ポーランドの首都ワルシャワから西へ約 100ｋｍの町。  
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（10）未詳。 
（11）フランドルは、ネーデルランド（オランダ）東南部の伯爵領で、現在のフランス領
ノール県、ベルギー東・西フランデレン州、オランダ領ゼーラント州の一部。「水に埋も
れた地方」の意味。11 世紀以後、毛織物工業が繁栄し、遠隔地貿易も発達した。2 度の世
界大戦では重要な戦場となった。  
（12）ダンケルク大撤退作戦は、第二次世界大戦初期の 1940 年 5～6 月の 8 日間に行われ
た連合軍の撤退作戦。ドイツ軍の電撃的侵攻で敗退した連合軍約 40 万はフランス北部のダ
ンケルクで包囲されたが，１週間の戦闘後 33 万 8000 人が英国への撤退に成功した。  
（13）第一次五カ年計画は 1928 年初めてソ連で実施された経済計画。国民経済の目標、そ
れに至る主手段ならびに経済諸部門間の相互関係などを５ヵ年の長期の展望に立って国家
が計画、指導、調整する経済体系。ある程度の実績を上げたことをはじめ、社会主義国家
諸国で典型的な発展を示し、その国際的な調整もはかられている。  
（14）スターリングラードは、19 世紀末には鉄道が建設され、水路と陸路を結ぶ要地とし
て発展し、工業も発達した。革命後には工業化し、大トラクター工場が建設された。第二
次世界大戦中の 1942 年 8 月から 1983 年 2 月までスターリングラード（現ボルグダード）
をめぐってドイツ軍とソ連軍の間で行われた攻防戦。第二次世界大戦中最大の激戦で、ド
イツ軍約 33 万人が包囲されて全滅（捕虜 9 万人）。この戦いは、ドイツ軍の東進を阻止し、
第二次世界大戦で枢軸側が敗れる転機となった。  
（15）小モルトケ（1848－1916 年）は、ドイツ、プロシアの軍人。叔父のモルトケが大モ
ルトケと呼ばれるのに対して小モルトケとよばれる。1906 年、シュリーフェンの跡を継い
でドイツ軍参謀総長となり、シュリーフェン・プランを修正した作戦で、第一次世界大戦
開戦時のドイツ軍の戦略を指導した。しかしながら、1914 年マルヌの戦いに敗れて辞任し
た。 
（16）マルヌ河は、フランス北部、パリ盆地東部を流れるセーヌ川の支流。第一次大戦初
期の 1914 年 9 月、北フランスに進入したドイツ軍を、パリ東方マルヌ川付近でフランス
軍が撃退したマルヌ会戦で知られる。この戦いにより戦争は長期戦にはいった。  
（17）ジョッフル（1852－1931 年）は、フランスの軍人。フランス軍元帥。ピレネーゾ
リアンタル県生まれ。工兵士官として築城、基地建設に従事。リヨテ将軍に認められ 1911
年参謀総長となる。大戦初期北部、東北部の司令官となり、戦略的後退と称される作戦で
ドイツ軍阻止に成功、フランス軍戦勝の一因とされ、その後の持久戦による勝利が戦後の
マジノ要塞戦略を生んだ。 
（18）ヴェルダンには、要塞が建設された。第一次世界大戦中、ドイツとフランス間で行
われたベルダン要塞の攻防戦が有名。ドイツ軍参謀総長 E.ファルケンハインは，西部戦線
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のフランス側 (連合側) 突出部でフランス軍が死守するベルダン要塞に局地限定攻撃を加
え，フランス側に出血を強いることを意図し、凄惨な攻防戦が展開され、死傷者ドイツ軍
33 万 6000 人、フランス軍 36 万 2000 人を出した。 
（19）クレマイヤートレーラは、カールを分解して路上運搬するときに用いられたトレー
ラである。1930 年代にドイツ国鉄は、 鉄道車両を路上運搬するためにこのタイプのトレ
ーラを開発した。このときのドイツ国鉄の技術者であった Johann Culemeyer にちなんで 
Culemeyer Strassenroller とか Culemeyer Strassenfahrzeug などと呼ばれている。  
（20）フランス・ドイツ国境を中心に構築されたフランスの対ドイツ要塞線。当時のフラ
ンス陸軍大臣アンドレ・マジノ（Andr? Maginot、1877 年 - 1932 年）の名を冠してマジノ
線と称した。  
（21）United States Army BasicTraining。個人がアメリカ陸軍兵士、アメリカ陸軍予備役、
アメリカ 陸軍州兵になるために行う肉体的、精神的な訓練プログラムである。  
（22）秋毫無犯  『後漢書』「岑彭伝」。軍の規律が厳格なこと。秋口の収穫のころに農
民を襲って糧食を奪うようでは勝利者にはなれない。毛沢東が中国労農紅軍のために定め
た規律「三大紀律」に「労働者、農民のものは何一つ取らない」と定められている。  
（23）飄風不終朝 驟雨不終日（飄風は朝を終えず 驟雨は日を終えず）。『老子』第二十
三章。つむじ風が朝の間じゅう吹きつづけることはないし、にわか雨が一日じゅう降りつ
づけることもない。不自然な出来事は長くは続かないというたとえ。  
（24）対イギリスはマレー沖海戦のこと。太平洋戦争開戦直後の 1941 年 12 月 10 日、日本
海軍の中型攻撃機 84 機が、イギリス東洋艦隊の新鋭戦艦『プリンス・オブ・ウェールズ』
と高速戦艦『レパルス』をマレー沖で撃沈した海戦。この成果は、戦艦に対する航空機の
有意性を決定的なものにした。対アメリカは真珠湾攻撃のこと。1941 年 12 月 8 日、日本
海軍が行ったハワイ真珠湾軍港への奇襲攻 撃、日本の航空母艦 6隻から 2回にわたり 360
機が攻撃、戦艦 3 隻、軽巡洋艦 3 隻、駆逐艦 3 隻が沈没大破した。  
（25）百年戦争は、1337‐1453 年にフランスを戦場に、イングランドとフランスの間で断
続的に行われた戦争。戦争が長期にわたった原因は、イングランド王がフランス国内に領
土を有し、フランスの王位継承王権を争ったことにある。毛織物の産地であるフランドル
地方をめぐる両国の対立、ワインの特産地で当時イングランド領だったガスコーニュ地方
の領有権問題が一因だった。最終局面において、ジャンヌ・ダルクの登場でフランスの危
機が救われ、イングランドの勢力がフランスから一掃され、フランス優位のうちに終結に
向かった。両国とも諸侯と騎士の力が衰えて、王権の拡大につながっていく。  
（26）三十年戦争は、1618‐1648 年にドイツ（神聖ローマ帝国）国内の宗教的対立を契機
とする紛争に諸外国が介入した戦争を中心に行われた宗教的・政治的諸戦争の総称。ドイ
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ツ内部の新旧両教徒の反目、オーストリア、スペインのハプスブルグ家とフランスのブル
ボン家との抗争を背景とし、オーストリア領ボヘミアの新教徒が、神聖ローマ皇帝フェル
ディナント 2 世に対して反乱を起こしたことに端を発し、たちまち全ドイツに拡大した。
デンマーク、スウェーデン、フランスの介入による戦災、傭兵軍の略奪、疫病などで、ド
イツは各分野に大打撃を受けた。ウエストファリア講話条約は国際条約のさきがけと評さ
れている。  
（27）項羽（紀元前 232 年－紀元前 202 年）は、秦末期の楚の武将。秦に対する造反軍の
中核となり秦を滅ぼし、一時“西楚の覇王、天下を劉邦と争い（楚漢戦争）、当初は圧倒
的に優勢であったが人心を得ず、次第に劣勢となって敗死した。姓が「項」、名が「籍」、
字（あざな）が「羽」であるので「項籍」と記す場合もあるが、一般的には「項羽」の名
で知られている。  
（28）劉邦（ 紀元前 256 年－紀元前 195 年）は、前漢の初代皇帝。沛県の亭長（亭とは当
時一定距離ごとに置かれていた宿舎のこと）であったが、反秦連合に参加した後に秦の都
咸陽を陥落させ、一時は関中を支配下に入れた。その後項羽によって西方の漢中へ左遷さ
れ漢王となるも、東進して垓下に項羽を討ち、前漢を興した。正式には廟号が太祖、諡号
が高皇帝であるが、通常は高祖と呼ばれることが多い。  
（29）司馬遷『史記』項羽本紀からの記述である。 
（30）フリードリヒ二世（1712－86 年）は、プロイセン国王としての在位は 1740－86 年。
フリードリヒ·ヴィルヘルム 1 世の息子、子供時代に厳格な軍事訓練と教育を受けた。王と
してはオーストリアの野望をくじくために戦い、オーストリア継承戦争(1740-48)で、軍事
指導者としての名声を高めた。シレジアを占領し、モルビツ(1741)とコトゥジッツ(1742)
でオーストリア軍を破る。第 2 次シレジア戦争(1744-45)でさらに大きな領土を手に入れ、
それを 7 年戦争(1756-63)後に至るまで、幸運と大きな努力によって維持。1772 年には第 1
回ポーランド分割に参加する。在世中、プロイセンはヨーロッパの列強の一つとなり、死
亡した時点でプロイセンの領土は 2 倍になっており、強い経済的基盤ができあがっていた。 
（31）モンテクッコリ（1609－80 年）は、イタリア系のオーストリアの軍人。1625 年オー
ストリア軍に入隊。その後三十年戦争、トルコ戦争などに従軍して勲功を立てた。フラン
スのテュレンヌ子爵、大コンデらと並ぶ当時の最もすぐれた軍人の一人。  
（32）エンゲルス（1820－95 年）はドイツの社会主義哲学者、マルクスの共著者、「科学
的社会主義」の創始者。バルメン生まれ、1842 年より父親の関係した会社を手伝うためイ
ギリスに渡り、産業資本主義下の労働者の状態を見聞して社会主義者へ脱皮した。1844 年、
ブリュッセルにおいてマルクスに初めて会う。共著で『共産党宣言』(1848 年)を出版。後
半の人生をマルクスの著作の編集と翻訳に費やした。  
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（33）三公は、中国における最高の官位。秦代では丞相･御史大夫･太尉を指し，前漢もこ
れを踏襲した。哀帝のとき官名と序列をあらためて大司徒(もと丞相)･大司馬(もと太尉)･
大司空とし，三公の上に大傅（たいふ）を置いた。王莽（おうもう）が実権を掌握すると，
三公以外に『周礼』にならい太師･太傅･太保の三師を併せ設けた。後漢では太尉･司徒･司
空を三公と呼び，上公として太傅を置き，いずれも多く録尚書事に任命された。  
（34）中立法はアメリカ合衆国が 1935 年 8 月、イタリアのエチオピア侵略にみられたヨー
ロッパの戦争拡大に巻き込まれるのを回避するために制定した法律。この法律では、交戦
国に対する武器･軍需品の輸出禁止などの措置が取り決められた。この背景には当時の国内
世論の孤立主義的傾向があった。この中立法は 36・37・39 年に改正される。36 年中立法
では、交戦国への借款が禁止され、さらに 37 年の改正によって、内乱にも適用された。  
（35）孤立派とは、アメリカ合衆国の伝統的な外交政策の原則とされた、ヨーロッパ諸国
への不介入と、その干渉を認めないという外交姿勢を言う。1823 年のモンロー大統領が掲
げた「モンロー教書」によって明確にされたのでモンロー主義とも言われ、ヨーロッパと
の相互不干渉に、ラテンアメリカなど西半球へのアメリカ合衆国の優先権を主張した。ワ
シントンもジェファソンも、新国家建設のためにはヨーロッパ諸国の対立に巻き込まれる
べきではないと考え、国際的には中立の立場をとり、外交より内政を重視すべきであると
していた。  
（36）「上兵伐謀、其次伐交、其次伐兵、其下攻城」。最上の戦爭は敵の陰謀をその陰謀
のうちに破ることであり、その次ぎは敵と連合国の外交関係を破ることってあり、その次
ぎは敵の軍を討つことであり、最もまずいのは敵の城を攻めることである。  
（37）自分から名乗り出て一役買って出ること。戦国時代、秦軍が趙国の首都「邯鄲」を
取り囲んだ。趙王は、平原君に命じて、楚の国に救援を求めに行かることにした。平原君
が、文武両道に秀でる者 20 名を引き連れて楚国に行くことを決めたときに、毛遂という男
が「どうか私を一緒に連れて行ってください」と言った。平原君は「お前は私の下で三年
を過ごしたが、お前に何らかの才能があるとは聞いたことが無いぞ」と言った。毛遂は言
い返した。「私にはそれを示す機会がありませんでした。もしもっと早く私を使ってくれ
たなら、袋の中の錐が袋を突き破るように、尖った錐の先端をお見せすることが出来たで
しょう」と。平原君たちが楚国に到着してから、大事な瀬戸際で、毛遂の機知に富んだ決
断のおかげで、やっと楚王は趙国との連合に合意して秦に抗し、遂に「邯鄲」の包囲を解
くことが出来たのだった。 
（38）晏子使楚は、春秋時代末期に斉の大夫だった晏子が楚に使者として出向いたと
きに、楚王は晏子を三度にわたり侮辱する行為をおこなったが、晏子はそれに対して
巧妙に反撃し、自国と自信の威厳を保持したという故事による。  
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（39）合従の「従」は「縦」と同意。縦、すなわち南北に連合する意。中国の戦国時代に
蘇秦の説いた外交策。強国秦に対抗するため、南北に連なる韓・魏  ・趙・燕・楚・斉の 6
国を連合させようとするもの。  
（40）連衡の「衡」は横で、東西の意。中国、戦国時代に秦の張儀が、蘇秦の合従策に対
抗して唱えた外交政策。韓・魏・趙・燕・斉・楚の 6 国を、それぞれ個別に秦と同盟させ
ようとしたもの。連衡策。 
（41）ヴィルヘルムはプロイセン王（在位 1861～88）、ドイツ皇帝（在位 1871～88）。プ
ロイセン王フリードリヒ・ウィルヘルム 3 世の次子。保守的で、軍人気質の持ち主。1848
年の三月革命で革命の鎮圧に活躍、そのため一時ロンドンに亡命せざるをえなかった。58
年病気の兄王フリードリヒ・ウィルヘルム 4 世の摂政となり、61 年即位。プロイセン陸軍
の大増強を目ざし軍制改革案を議会に上程、反対する議会との間に憲法闘争を引き起こし
た。このため王は窮地に陥ったが、62 年ビスマルクを首相に登用、議会を抑えて軍備増強
を強行した。71 年普仏戦争（プロイセン・フランス戦争）に勝って、プロイセンを中心に
ドイツ帝国が成立、1 月 18 日ベルサイユ宮殿での戴冠式でウィルヘルムはドイツ皇帝にな
った。以後、91 歳で没するまでビスマルクにすべてを任せ、78 年にアナキストに狙撃され
る事件などがあったが、政治の表面にはほとんどたたなかった。  
（42）ビスマルク（1815－98 年）は、ドイツの政治家。ドイツ第二帝国の建設者。ユンカ
ーの出身。ゲッティンゲン大学、ベルリン大学で法律を学んだのち、1836 年プロシアの官
僚となり、47 年プロシア連合州議会の議員となり、絶対主義と反動の扇動的代弁者として
活躍。62 年 9 月プロシア首相となった。軍拡問題で議会と衝突したが、「ドイツ問題は鉄
と血によって解決される」という有名な演説をおこなって議会を押さえた。普仏戦争に勝
利してドイツ統一を完成し、71 年 3 月ドイツ帝国初代宰相となった。その後、外交手腕を
発揮して、ヨーロッパ外交を操った。内政では通貨の統一、中央銀行と高等裁判所の設立
など、抜本的な改革を行って、中世の遺制を消し去った。  
（43）ケーニヒグレーツの戦いは、プロシア＝オーストリア戦争の際の戦闘。チェコのフ
ラデックラーロベーで行われた。 1866 年 7 月 3 日、大モルトケ指揮下のプロシア軍が、
オーストリア、ザクセンの連合軍を壊滅させ、プロシアの対オーストリア戦の勝利を決定
的なものにした。  
（44）セダンの戦いは、普仏戦争の勝敗を決した戦い。1870 年 9 月、フランス北部のセダ
ン（スダン）で戦われ、フランス皇帝ナポレオン三世は捕虜となり、10 万の兵士とともに
降伏、第二帝政は崩壊した。  
（45）ナポレオン三世（1808－1873 年）は、フランス第二帝政の皇帝（在位 1852－70）。
ルイ・ナポレオンと呼ばれた。二月革命でパリに帰り、48 年 12 月の大統領選で勝利。51
年 12 月に武力で議会を解散し、翌年帝位に就き、第二帝政を開始した。産業革命が推進さ
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れて帝国は経済的な繁栄をみた。対外政策では失敗の連続だった。普仏戦争に敗れて捕虜
になり、帝政も崩壊した。 
（46）モルトケ（1800－91 年）は、ドイツ、プロシアの軍人。近代ドイツ陸軍の父と言わ
れる。大モルトケと呼ばれる。58 年に参謀総長となり軍制改革を推進し、プロシアの対外
戦争を指導、すぐれた戦略・戦術的才能を遺憾なく発揮した。参謀部に設けた新制度の総
括的作戦指令は、近代化された軍隊が模範とした。寡黙なため「偉大なる沈黙者」と呼ば
れ、ビスマルクと衝突もしたが、常に政治を優先させた。88 年に退役した。  
（47）三国協商は 20 世紀初頭のドイツの外交、軍事の拡張に対して、イギリス、ロシア、
フランスの三国間にむすばれた同盟・協商関係の総称。  
（48）無制限潜水艦作戦は、ドイツが第 1 次世界大戦でとった通商破壊戦術。イギリスは
優勢な艦隊によって対ドイツ封鎖を行なったが，その効果は着々と現れ，1916 年末頃から
はドイツに対する経済圧迫は顕著となりつつあった。  
（49）セーブル条約による領土分割のこと。第 1 次世界大戦後の 1920 年 8 月 10 日フラン
スのセーブルで連合国とトルコのスルタン政府の間に結ばれた講和条約で、トルコはオス
マン帝国領土を失い、イギリスは、パレスチナ、イラクを委任統治領に、エジプトを保護
国にするほか、フランスはシリアを委任統治領に、イタリアは南西アナトリアを、ギリシ
アはイズミル地方を領有するほか、アルメニアには東北アナトリアの割譲、ダーダネルス
海峡（トルコ北西部）の開放などを規定した。  
（50）ここでは第 1 次大戦後のトルコに対する蔑称として使用している。類似表現には中
国（主に清朝）を指した「東亜病夫」がある。  
（51）イズミルはエーゲ海に面するトルコの西部の都市。1919 年 5 月 ギリシャ軍がト
ルコに上陸し、イズミル地方を占領。1920 年 8 月セーブル条約でイズミル地方がギリシ
ャ領に。1922 年 9 月ムスタファ・ケマル元帥（1881－1938 年）率いるトルコ軍がギリシ
ャ軍を追い出し、1923 年 7 月ローザンヌ条約でイズミル地方のトルコ帰属が確定した。  
（52）ケマル・アタチュルク（「トルコ人の父」の意で、国民議会から贈られた姓）のこ
と（1881－1938 年）。ケマル・パシャの名で知られる。トルコ共和国建国の父、初代大統
領。トルコ革命を指導し、トルコ共和国の初代大統領（任期：1923 年 10 月 29 日－1938
年 11 月 10 日）となった。スルタン・カリフ制度の廃止、新民法の採用、アラビア文字の
廃止とトルコ文字の制定、民族教育の普及、国家資本主義に基づく経済建設など改革を断
行した。トルコを世俗的な近代国家とすることに務めた。  
（53）ローザンヌ会議は、スイスのローザンヌで開かれた国際会議のこと。1922 年、第一
次大戦の講和条約として、トルコと連合国との間に結ばれたセーブル条約改定のための会
議。トルコは領土の一部を回復し、列国の保護国的地位から脱却した。  
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（54）『タイムズ』は世界的に有名なイギリスの高級日刊新聞。保守的な高級紙としてイ
ギリスの官辺の公的な意見を反映する性格を持つ。  
（55）ルイ十六世は、ブルボン朝第 5 代のフランス国王（1754 年  - 1793 年）（在位：1774
年 5 月 10 日 - 1792 年 8 月 10 日）。ナバラ国王としてはルイス 5 世。ルイ 15 世の孫。王
妃は神聖ローマ皇帝フランツ 1 世と皇后マリア・テレジアの娘マリー・アントワネット。  
初勅で今後デフォルトしないと宣誓したが、1775 年 7 月に減債基金を停止させた。もっと
も、テュルゴーとネッケルは初勅に従い巨額の借換債を発行した。フランス革命中、パリ
の革命広場（現コンコルド広場）でギロチンにかけれ処刑された国王として知られる。  
（56）ヴァーサ（フィンランド語は Vaasa、 スウェーデン語は Vasa）はフィンランドの都
市。ボスニア湾に面するフィンランド西部の都市で、ポフヤンマー県の県都である。ヴァ
ーサ郡に属する。スウェーデンの王家ヴァーサ家にちなんで名付けられた。人口は約 57,000
人（2005 年）。二重言語都市であり、人口の 71.5%がフィンランド語を、24.9%がスウェ
ーデン語を話す。1855 年から 1917 年までの正式都市名は、ニコラインカウプンキ、ニコ
ライスタッドだった。  
（57）赤軍は、建国以降第二次世界大戦までのソ連軍の呼称。「労農赤軍」が正式呼称。  
（58）白軍は白衛軍のこと。1917 年ロシアのプロレタリア革命後、これに反対して外国軍
のソ連領内出兵などを利用し、旧社会制復活を目指して戦った軍事諸団体を総称する非公
式な名称、その将兵は白い袖章をつけていた。全国的な統一組織を持たない反ソ軍事団体。 
（59）シベリア干渉戦争を指す。  
（60）未詳。  
（61）チャーチルはイギリスの政治家（1874-1965 年）。1894 年サンドハーストの陸軍士
官学校卒業、キューバ、インド、スーダン遠征および南ア戦争に参加、1900 年保守党下院
議員、第 1 次世界大戦時には海相、軍需相として活躍、第 2 次世界大戦時には対独宥和策
に反対。開戦とともに海相となり、40 年首相に就任。フランスの敗北、イギリス本土の空
爆等の困難な政局にもめげず、アメリカ、ソ連と協力して最終的な勝利に導いた。  
（62）フランクリン・ルーズヴェルトは、アメリカの政治家（1882-1945 年）。第 32 代大
統領、1904 年ハーバード大学卒業第 2 次世界大戦の勃発後は連合国側の支援に乗り出し、
41 年に参戦。戦時大統領として強力な指導力を発揮しつつ、ソ連との強調を重視しながら
戦後の平和構想の立案に尽力した。しかい、終戦を目前に脳溢血で死去。  
（63）ラジオ放送は、電線を用いずに，電波を利用して報道、音楽、演芸、教育などの音
声信号を、無線通信の原理を応用して電波で放送し、不特定多数の聴取者が同時に直接受
信する、マスコミュニケーションの一つ。世界最初のラジオ放送は 1920 年アメリカのピッ
ツバーグでおこなわれた。日本では 1925 年に東京ではじまった。ラジオも民間に普及し、
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政府もラジオ放送を利用して、政見を伝えるようになっていった。  
（64）ゲッベルスは、ドイツの政治家（1897-1945 年）。 ハイデルベルグ大学で哲学を専
攻、ナチ党に入党（1922 年）。ベルリンの党支部長として、同市をナチス化した国会議員
となり、党中央宣伝部長、ナチス政権獲得と共に啓蒙宣伝相、文化会議所総統として、報
道、芸術を完全に支配し、巧妙な宣伝と演説でナチス政策の遂行に重大役割を演じた。ベ
ルリン陥落直前に総統官邸で家族と共に自殺した。  
（65）スパイとは、1907 年のハーグ陸戦法規には、「交戦者の作戦地帯内で陰密に、また
は虚偽の口実のもとに行動する者」に限っている。これは制服軍人の偵察行為をスパイ行
為と区別するための規定であって、包括的な定義ではない。国家間ではむしろ敵対国の内
部あるいは第三国でそのような秘密の情報収集にあたり、あわせて扇動、徴発、デマなど
により相手国を攪乱する機能を果たすのが普通である。  
（66）第五部隊は第五列ともいう。狭い意味では、侵入軍に呼応する被侵攻国内の組織的集団を
いうが、広くはスパイや対敵協力者をさす。1936－39 年のスペイン内戦において、フランコ軍の E.
モラ将軍が「マドリードは内通者からなる第五列によって占領されるであろう」と述べ、四列縦隊であ
る自分の部隊以外に協力者かいることを示唆したのが語源といわれている。 
（67）国際連盟とは第一次世界大戦の教訓から、1919 年のドイツとのヴェルサイユ条約、
および中央同盟国との諸講和条約により規定され、ヴェルサイユ条約の発効日である 1920
年 1 月 10 日に正式に発足した。連盟としてのはじめての会合は 1920 年 1 月 16 日にパリで、
第一回総会は 1920 年 11 月 15 日スイス・ジュネーブで催された。史上初の国際平和機構で
あり日本では連盟と略されることもある。連盟本部は 1920 年から 1936 年まではジュネー
ブのパレ・ウィルソンに、1936 年からは同じくジュネーブのパレ・デ・ナシオンに置かれ
ていた。  
（68）経済制裁とは、経済の力をもって制裁を加える国家行為である。ある国の行った不
当もしくは違法な行為に対して行政府や議会などが民間企業や大衆に呼びかける道義的ボ
イコットから、封鎖海域や港湾などを設定し、同区域を航行・停泊する商船に臨検を行い、
敵性国家に所属する貨物等を拿捕・没収するなど、さまざまな手段がある。また資産凍結
など金融制裁の手段がとられることがある。  
（69）ラインラント（Rheinland）は、ドイツ西部、ライン川沿岸の一帯を指す地方の名称。
歴史上、いくどとなくドイツ、フランスの紛争の焦点となった。  
（70）とは、ガレアッツオ・チャーノ第 2 代コルテッラッツォ・ブカーリ伯ジャン・ガレ
アッツォ・チャーノ（1903－1944 年）で、イタリアの政治家、遺族。外務大臣やアルバニ
ア総督としてファシスト政権下の外交政策を取り仕切った。ベニート・ムッソリーニの長
女エッダ・ムッソリーニの夫でもあり、独裁者の娘婿として事実上の後継者として扱われ
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ていた。貴族である事からサヴォイア家を始めとする王党派と政府を結びつける役割も果
たし、イタリア王太子ウンベルト２世とは昵懇の間柄であった。姓の日本語表記は「チア
ノ」とするものも多い。枢軸国としての参戦に反対した事から次第にムッソリーニとの距
離が広がり、大戦後半には連合国との講和を図って党大評議会と王党派によるクーデター
に加担し、義父を失脚させた。しかしイタリア共和国成立により身柄を拘束され、ドイツ
国のアドルフ・ヒトラー総統から強い要請を受けたムッソリーニの命令によって銃殺刑に
処された。  
（71）一九三五年五月、フランスとソ連との間で締結された条約。これはこの年三月にド
イツが再軍備を宣言し、徴兵制を復活させたことに脅威を感じた両国が接近し、成立させ
たもの。ただし、国際連盟規約とロカルノ条約の条文と矛盾することを避けるため、軍事
同盟ではなく、相互援助条約という形となった。フランスは形勢を見ながらだったので、
批准は遅れ、ようやく翌年２月に批准発効した。  
（72）日独防共協定は、1936 年 11 月 25 日ベルリンで，日本とドイツの間に締結された
有効期間 5 年の協定。正式には「コミンテルンに対する日独協定」と「秘密付属協定」の
総称。スペイン、フランスの人民戦線の成立、中国の抗日運動の激化、ソ連を中心とする
コミンテルンの強化に対応するもので、日本にとってはソ連を牽制し、国際的孤立から脱
却し、大陸政策の遂行を円滑に行うという軍部の強い要請に基づくものであった。  
（73）英伊協定のこと。1936 年に始ったスペイン内乱に際しイギリスがイタリアにとった
宥和外交の一つ。同内乱に対し、他の列強国とは異なりイギリスは不干渉政策をとり、N.
チェンバレン首相はイタリアのエチオピア併合を承認し、代りにスペインからのイタリア
兵の撤退と地中海の現状維持を尊重する協定を提案、38 年 4 月 16 日調印した。  
（74）リットン調査団を指す。  
（75）スティムソンは米国の政治家。陸軍長官、フィリピン総督を経て国務長官（1929－
33 年）となり、日本の満州侵略（満州事変）に反対し、1932 年に不戦条約違反条項の不承
認政策（スティムソン・ドクトリン）を主唱した。  
（76）九カ国条約は、1922（大正 11）年のワシントン会議に出席した 9 か国、すなわちア
メリカ合衆国・イギリス・オランダ・イタリア・フランス・ベルギー・ポルトガル・日本
・中華民国間で締結された条約。なお、9 か国条約と表記することもある。中国の関税自
主権を拡大した。  
（77）不戦条約は、アメリカの国務長官ケロッグとフランスの外相ブリアンの提唱により、
1928 年 8 月、パリで調印された戦争放棄に関する条約。日・米・英・仏などの原加盟国 15
か国が調印し、その後 63 か国が参加した。ケロッグ‐ブリアン条約。パリ不戦条約。  
（78）満洲国は満州事変により中国東北地方を占領した日本が、1932 年、清朝最後の皇帝
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溥儀（宣統帝）を執政として建国した傀儡国家。首都は新京（今の長春）。1934 年に溥儀
の皇帝即位によって帝国となり、1945 年、日本の第二次大戦敗北とともに消滅した。  
（79）熱河、日中戦争時における日本軍(関東軍)の中国熱河省、河北省への侵攻作戦。熱
河省は地理的には内モンゴルの一部であるが、政治的には奉天軍閥の支配下に東三省(奉
天，吉林，黒竜江の 3 省)に連なっていた。1932 年 3 月満州国を樹立した関東軍は熱河省
もその領域であると宣言したが、省主席湯玉麟はあいまいな態度をとった。関東軍は北満
作戦を一段落させると、33 年 1 月山海関で日中両軍の衝突が発生したのを機に、2 月熱河
制圧に着手し、第 6･第 8 師団、混成第 14･第 33 旅団その他の兵力を動員して熱河省へ侵攻、
3 月 4 日承徳を占領したうえ、10 日前後に万里の長城の線に達した。  
（80）日本の国際連盟脱退は 1933 年のこと。総会でリットン調査団の報告書が採択される
と、松岡洋右全権以下の日本の代表団は総会から退場した。  
（81）幣制改革は、1935 年 11 月，中国国民政府が英米の支援を受けて行なった貨幣制度
の改革。33 年秤量貨幣としての銀両を撤廃した国民政府は，さらに 35 年，政府系銀行の
発行する「法幣」という紙幣に通貨を統一。英米の支援もあって，外国為替レートを安定
させ景気も回復に向かった。  
（82）1936 年 7 月 30 日午後、イギリス商相ウォルター・ランシマンは下院においてソ連
邦政府との間に成立を見た借款協定の内容を発表した。借款協定内容次のとおりである。 
一、イギリス政府はソヴィエト政府に対して一千万ポンドを限度とし借款を許容する。右
借款は直接借款の形をとらずイギリスの対ソ輸出業者に対する信用保証の形式をもってす
る。 
一、ソウエート政府は一九三八年七月以降一九三九年九月までの十二ヶ月においてイギリ
ス帝国内輸出業者に対し右一千万ポンドの全額注文を発することを得、ただし右対ソ輸出
は軍需品を包含せず。 
一、右購入物貨に対してソウエート政府は償還期限五ヶ年、利子五分半の証券を発行する。 
一、右証券の元金ならびに利子に対してはイギリス商務省輸出信用保証部が保証を与える
ものとする。 
（83）英ソ海軍協定は、1935 年 6 月イギリス，ドイツ間に結ばれた協定。ドイツの軍艦保
有量をイギリスの 35% (42 万トン) とし、潜水艦は  45%以下とすることを定めた。ナチ
ス・ドイツによる海軍再軍備を阻止できないと考えたイギリスは、宥和政策の一つとして、
フランス、イタリア両国に相談することなく取決めた。  
（84）海軍会議は、アメリカ、イギリス、日本、フランス、イタリアの五か国が、1930（昭
和 5）年 1 月 21 日から 4 月 22 日、ロンドンで開催した海軍軍備制限のための会議。ワシ
ントン、ジュネーブ両海軍軍縮会議で合意に失敗した補助艦艇の制限を主要議題とした。
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ジュネーブ会議はアメリカとイギリスの厳しい対立で挫折したが、両国はこのロンドン会
議ではあらかじめ海軍力均等で合意していた。かわって、全艦種について対米英 7 割の比
率を要求する日本とこれに反対するアメリカとの対立が主たる問題となり、これにフラン
スと地中海の制海権を競うイタリアの対仏均等の主張も加わって、会議は紛糾した。一時
休会後、二つの三国会議に分かれて交渉が続けられ、アメリカ、イギリス、日本の三国会
議では、結局日本は 6 インチ砲搭載軽巡洋艦と駆逐艦で対米英 7 割、潜水艦は均等とする
条件で、8 インチ砲搭載重巡洋艦の対米英 6 割の比率を受け入れた。他方のイギリス、フ
ランス、イタリア三国会議は決裂したため、最終的には 1930 年 4 月アメリカ、イギリス、
日本三国がロンドン海軍軍備制限・縮小条約に調印した。この条約により、ワシントン海
軍軍備制限条約に定められた主力艦の代艦建造時期は、1936 年に延期された。また同条約
に加盟しなかったフランス、イタリアの将来の海軍力増強に対しては、ある加盟国が、こ
れとの均衡上必要な海軍力増強を行った場合、その他の加盟国も比例して保有量を増加で
きるといういわゆるエスカレーター条項が第 21 条に規定された。なお、日本国内ではこの
条約を不満とする海軍軍令部と政府との間に、先の妥協案受諾に関する政府回訓決定をめ
ぐって、統帥権干犯問題が発生した。また、浜口雄幸首相は、条約反対派の攻撃にさらさ
れながら、軍縮の方針を堅持して難局を切り抜け、1930 年 10 月 2 日条約批准にこぎつけ
たが、同年 11 月 14 日、東京駅で暴漢に狙撃(そげき)されて重傷を負った。同条約は、第
23 条で、1935 年に新たな海軍軍縮会議の開催を予定していたため、1934 年 10 月、アメリ
カ、イギリス、日本はその予備会議を開いたが話し合いがつかず、その直後、日本は 1936
年末をもってワシントン海軍軍備制限条約を廃棄する旨通告した。条約所定のとおり 1935
年 12 月、同三か国のロンドン海軍軍縮会議が開催されたが、冒頭から海軍力均等を要求し
て、米英の反対を受けた日本が、建艦通報に関するイギリス案を不満として、1936 年 1 月、
会議から退席した。同年末をもってロンドン海軍軍備制限・縮小条約は、ワシントン海軍
軍備制限条約とともに失効し、ふたたび建艦競争が繰り広げられることになった。  
（85）日独防共協定のこと。  
（86）盧溝橋事変は、1937 年 7 月 7 日に、北平（現、北京）西北郊外の盧溝橋で、日本軍
支那駐屯軍第三大隊と国民革命軍第二九軍との間で発生した衝突事件のこと。中国では七
七事変と呼んでいる。事件の発端や原因については現在でも不明な点がある。  
（87）海南島は、広東省南部の雷州半島の南方にある島。1988 年広東省から分離して海南
省になった。省都は海口。面積 3 万 4 千平方キロメートル。ゴム・ヤシなど熱帯性の商品
作物が栽培され，また鉄鉱石を産する。  
（88）イギリス領マラヤおよびアメリカ領フィリピン。  
（89）ヴィシー仏政府、日本軍の南部仏印進駐を条件付で受諾し、日仏印防衛協定が成立
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した。  
（90）日本とオランダ領東インド（蘭印）との間で 2 次にわたって行われた経済協定（日
蘭会商）。  
（91）神経戦とは、物理的戦闘力によらないで、宣伝・謀略などを用いて相手の戦意を失
わせたり操作したりする戦法。  
（92） 科学とは、今日通常自然科学を指す。ここでは軍事目的の物理学、力学、量子力学
や化学などを指す。  
（93）魚形水雷の略。水中を航走、敵艦船の水線下に命中爆発する海戦用攻撃兵器。特に
潜水艦の有力な攻撃手段であるが、水上艦艇や航空機からも発射または投下できる。  
（94）焼夷弾は、家屋物質の焼失破壊や火災による人員殺傷の目的で使用される砲弾・爆
弾の総称。第二次世界大戦では連合国軍がドイツや日本の攻撃に有効に使用した。ナパー
ム弾は油脂性の焼夷弾で、第二次世界大戦から使用された。  
（95）毒ガス弾は、代表的な化学兵器。1915 年第一次世界大戦でドイツ軍が塩素ガスを用
いたのが最初。以後各国で数十種を開発。人体への作用から窒息ガス、糜爛ガス、血液ガ
ス、神経ガス、催涙ガスなどがある。  
（96）細菌やウイルスなどにより伝染病を流行させ、敵の戦闘力、戦意を喪失させようと
する兵器。ペスト、コレラ、炭疽、ボツリヌス、オウク病、黄熱などがある。  
（97）第二次世界大戦期に、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本において、強力電磁波（X
線や電波）を利用した「殺人光線」の開発構想および計画が存在していた。現在ではレー
ザー光を用いた開発が進められている。  
（98）チャーチルの著書『世界の危機』の一節と思われる。 
（99）仁王像は、寺門あるいは須弥壇前面の左右に安置した一対の仏教護持の神像。一体は口
を開いた阿形、もう一体は口を閉じた吽形で、忿怒の相をなす。その本来の性格については、金剛
力士とするものなど諸説ある。 
（100）士気戦とは、一般に部隊の任務を遂行する上で有用な兵員の心理的な積極性や耐久
性を指す。その他、軍事関係以外にも集団組織行動全般での関係者の行動意欲に関わる心
理的高揚のバロメーターを表すである闘争の形態をいう。  
（101）アンリ・フィリップ・ベノニ・オメル・ジョゼフ・ペタン（1856－1951 年） は、
フランスの軍人、政治家。陸軍士官学校卒業。フランス第三共和政最後の首相およびフラ
ンス国 （ヴィシー政権）の主席をつとめた。  
（102）コンピエーニュの森は、フランスのピカルディ地域圏にあるコンピエーニュ近くに
位置する森である。 森の面積は、144.85 平方キロメートルである。  
（103）本来の考え方としては、ゲルマニアに住んでいた人々のこと。ゲルマン人 とも。
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ゲルマニアというのは、ローマ的にはリーメス（長城）の北ってことで、つまりはドナウ-
ライン線よりも北ってことで、つまりは現在のドイツ北部一帯という  ことになる。ただし、
多数の部族に分かれていて、中にはスカンジナビア半島とか  東欧あたりのゲルマニアとは
呼びがたい場所に住んでいた部族もいた。5 世紀ぐらいに  なってから大移動を起こしてヨ
ーロッパに流入、ローマ帝国（の西半分）を滅ぼし  たり、北アフリカにまで到達したりし
て各地に王国を建てた。この動きを「ゲルマン民族の大移動」と呼ぶのは周知の事実であ
る。 
（104）アーリア人は、狭義と広義で対象が異なる。広義には中央アジアのス  テップ地帯
を出自とし、南はインド亜大陸、西は中央ヨーロッパ、東は中国西部まで拡大したグルー
プ。狭義にはトゥーラーンを出自としたグループを指す。  
（105）癰疽菌は、筋肉・関節・骨などの疾患からおこる難治性の腫れもの。  
（106）羅雀掘鼠は、 食べ物がなく、ものすごく辛い状況のこと。網で雀を捕まえて食べ、
地面にある巣を掘って鼠を捕まえて食べるという意味から。中国の唐の時代、安禄山の乱
のときに、張巡という人は食料が無くなり、雀や鼠だけでなく、鎧や弩も食べたという故
事から。「雀を羅し鼠を掘る」とも読む。『新唐書』「張巡伝」に故事がある。  
（107）「一二八」上海事変とは、盧溝橋事変に次いで、日中戦争の導火線となった戦闘。
華北での戦闘が中国軍の抵抗で膠着していた 1937（昭和 12）年 8 月、日本海軍の陸戦
隊中尉大山勇夫らが射殺された事件を口実に、海軍は上海の中国軍を攻撃した。日本
軍はふたたび苦戦に陥ったが、同月陸軍 2 個師団を派遣、全面的な戦争を展開した。
以後、中国国民政府も対日抗戦に傾き、8 年の長期に及ぶ日中戦争に発展してゆく。  
（108）商務印書館は、清末に生まれ、中国では最も長い歴史を持つ総合的出版社。創業は
1897（光諸 23）年。当初上海に設立されたが、建国後の 1954 年本社を北京に移した。香
港とシンガポールに分館、台湾にも別系統だが同名の出版社がある。  
（109）『大学』中の一句。原文は、「有徳此有人、有人此有土、有土此有財、有財才有用」
であり、有徳者が財を手に入れることができるという意味になる。すなわち、徳こそは本
質（根本）であり、財は有徳の結果自然に得られる末端（枝葉）であると解釈できる。  
（110）『孟子』梁恵王篇  第一上。人口は富国強兵策には一人でも多い方がよかった。自
然的な人口増加よりも移住による人口増加の方が手っ取り早かった。恵王は局部的な凶作
に心に自負するところがあった。隣国のやり方をみると、自分のような配慮のあとも見え
ない。それなのに、隣国の人口がだんだん減って、我が国の人口がだんだん増えることに
ならないのは、どうしたわけであろうか。  
（111）『尚書』五子之歌。民は国家の基本であり、基本が強固であれば国家は安泰である
という意味。  
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（112）『孟子』離婁篇  第四上。（親）不孝には三つがあり、子孫がないのがもっとも思
い。三つの不孝とは、親を悪事に引き入れること、親を貧窮のうちに見捨てておくこと、
子孫がなくて家を断絶させること、である。  
（113）『春秋左氏伝』桓公十年。原文では、楚人は匹夫になっている。民にはたとえ罪な
くても、宝玉（財宝）を入手したら罪に問われる。民が財宝を入手するには強奪以外には
かんがえられない。欲望には限りがないので、身を滅ぼさないようにすべきであるという
教訓もふくまれている。 
（114）大河内正敏（1878－1952 年）は、昭和初期の科学者、実業家。子爵。東京帝国大
学工学科卒、工学博士。1903 年ドイツ留学、帰国後は母校に戻り 25 年まで教鞭を執った。
18 年には貴族院議員として政界に進出した。21 年理化学研究所の所長となり、45 年まで
その任にあった。工業化学主義を提唱し、27 年には理化学興業を興し、理研コンツェルン
の基礎となり、60 以上の企業を傘下に擁した。  
（115）日本工業倶楽部は 1917 年 3 月に設立された実業家の団体。初代理事長は団琢磨。
製鉄業の保護、税制改革など産業、財政問題をはじめ、対労働者問題に精力的に取り組み、
政府の政策決定に多大な影響力を持った。22 年に創立した日本経済連盟にその地位を奪わ
れ、実業界の中心から遠ざかった。現在も存続している。  
（116）ロイド・ジョージ（1863－1945 年）はイギリスの政治家。弁護士。1890 年に自由
党から出馬して下院議員に当選後、ボーア戦争に反対、1905 年に商務大臣として初入閣。
第一次世界大戦中は軍需大臣、のちに陸軍大臣。5 人の閣僚で「戦時内閣」を組閣し、イ
ギリスを勝利に導いた。 
（117）未詳。  
（118）未詳。  
（119）未詳。  
（120）新経済政策は、ネップ（NEP）とも呼ばれる。1917 年の 10 月革命後の干渉戦争と
国内戦の直後の時期に国民経済安定のためにソ連で実施された経済政策の体系。  
（121）世界革命政策は、世界共産主義運動は革命をヨーロッパ規模で考えていたが、ロシ
ア革命が成功しため、ボルシェヴィキ政権は世界革命に期待をよせた。だが、1921 年のド
イツ革命の失敗で世界革命への展望が消滅、スターリンの一国社会主義に傾いた。  
（122）トラストは、同一産業部門における資本の結合を軸にした独占的企業結合で、企業
合同ともいう。株式の信託、持株会社、合併が主な形態である。  
（123）この一段は全段とは連続せず、意味がはっきりとしない。  
（124）神尾光臣（1855－1927 年）。華族、陸軍軍人。東京衛戍総督、青島守備軍司令官、
第 9 師団、第 18 師団長などを歴任した。  
（125）この段の犬売り商人の話はまったくの作り話である。出所があるのか、楊杰の自作
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なのかは不明である。ただ、楊杰がこのような話を信じたとはにわかに信じがたい。確か
に青島を攻略した日本軍の攻撃は慎重で時間を費やしたので、「神尾の慎重作戦」と言わ
れる。日露戦争時の旅順攻略の突撃戦法を排して、対要塞作成は優秀な砲と充分な量の砲
弾による砲撃が必要という近代的な戦術で戦った。大量の装備の上陸や輸送路の確保に慎
重を期し、山東半島上陸から青島砲撃までに二か月もの時間を要したものの砲撃後一週間
で決着がついた戦いは、国民に「弱いドイツ軍相手にだらだらと時間をかけた」という誤
った印象を与えたのも事実である。  
（126）（）『宋史』岳飛伝。 
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Translation:Yang Jie（楊杰）“Guofang Xinlun（国防新論）
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